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　黒こく烏う州。州都・龍りゆう珠じゆ。

　目を覚ました姚よう朧ろう月げつはまず最初に、顔の右半分にふれる亜あ麻ま布ぬののさらりとした肌はだざわりを感じた。気配や変化にことさら敏びん感かんな彼女の感覚は、次に、今いるのが自分の部屋ではないことに気づく。

　あっ、とかすかな声をもらしてしまいながら上体を起こした。

　墨すみの香り。薬やく湯とうの残り香。そして雨のにおいが入り混じった空気の中、視線をゆっくりと寝しん台だいのぬしへと向ける。つまり、取り戻してからまだ目覚めていない異母兄あにのことだ。

　不ふ肖しようの異母妹いもうとが添い寝めいたことをしていたことなど知らぬげに、彼は深く眠り、静かな呼吸を続けている。

（……兄さま、お顔の色は昨日きのうよりよくなった気がする）

　朧月は、異母兄をじっと見つめた。

　仕事熱心な刺し史しである異母兄とは、意外とよく似ていると言われたことがある。

　そのときは首をかしげてしまうのだが、普段の厳しい空気をまとわない静せい心しんを見ていると少しわかる気がした。

　そのときだ。

「おはようございます。真夜中に起きてこの部屋に来て、刺史さまの寝顔を見守っているうちに眠ってしまってたのは覚えてる？　姫さま」

「う」

　咎とがめる響ひびきの声に、朧月は決まりが悪いと思いながら扉とびらを振り向いた。ルアンが腕うで組ぐみをしてこちらを見ている。

　朧月とほとんど差のない、小こ柄がらで華きや奢しやな体格。母親譲ゆずりだというくっきりとした大きな目に艶つややかな唇くちびる、声変わり前の透明な声質。可か憐れんな容姿で女服を平然と着こなすため、ルアンに初めて逢あう者は、彼の性別や性格について困惑する。

　しかし彼との付き合いが長い朧月には、ちょっとほかとは違うだけの少年にしか見えないものだ。こうして仏ぶつ頂ちよう面づらをされていると特に。

「わたしに毛布をかけてくれたのは、やっぱりルアン？」

「ぼくと執しつ事じさんの共同作業でした。滴てき翠すい楼ろうに連れ戻そうか、ちょっと悩んだけどね」

「……ありがとう。それと、ごめんなさい。本当は兄さまの様子を確かめたら、滴翠楼に戻るつもりではいたの」

　だから夜や着ぎの上に肩掛けをはおっただけの姿で、自室を後にしたのだ。

　ルアンは肩をすくめた。

「どうせお部屋じゃ寝つけなかったんでしょ？」

「なんでもお見通しね」

「姫さまは、刺史さまが絡からむときは特にわかりやすいよ。最近は劉りゆう家のあの人がらみでもそうだけど」

（──蒼そう刻こくさん）

　釘くぎを刺すように言われ、朧月は頰ほおが赤らむのを感じた。

　先ほどとは別の気まずさを感じる彼女をよそに、ルアンは「また雨……これじゃ今日も洗せん濯たくができないよ」などとぼやきながら、自身の仕事を始める。

「姫さまはいったん滴翠楼に戻って、着替えておいでよ」

「はい」

「右耳の上にひどい寝ね癖ぐせがついてるから、鏡見て、星せい彩さいさんたちと一緒に直して」

「そうします」

　どちらが年上で主人なのかわからない追い立てられ方をして、朧月はすごすごと扉に向かった。

　出ていく前にもう一度、異母兄の寝姿を確かめる。

　──亡ぼう父ふの代から玄げん家と付き合いのある医い生せいの見立てでは、死に至いたる毒を盛られたわけではないらしい。麻ま酔すいにも使われる、深い眠りをもたらす丹たん薬やくによる昏こん睡すいで、長くても数日で覚かく醒せいするはずだと。

　医生の説明は一いち言ごん一いつ句く、もらさず覚えているが……唯ゆい一いつの肉親であり無む二にの理解者である静心のことだから、とても冷静にはなれない。

　戸口でぐずぐずしている朧月を見やり、ルアンが淡あわく微笑ほほえんだ。いたわりを揶や揄ゆで薄くおおった笑えみだ。

「今日は気分転換に、ぼくの実家の衣い裳しよう着てみる？」

　細い脚を見せつけるような膝ひざ丈たけの裙くん子ずを示しめされて、朧月はちょっと詰まった。

「姫さまなら着られるでしょ」

「着るだけなら……でも、着て過ごす勇気がないわ」

「でも興味はあるでしょ？　劉家の若様に見せたら喜ぶかもしれないよ」

「──……ええと。また今度、考えてみるわね」

　今度こそ逃げるようにして滴翠楼に戻ると、星彩をはじめとした友人である幽ゆう鬼きたちが待ち構かまえていた。

　目の前で、撫子なでしこ色をした髪かみが金魚のひれのように揺れる。星彩の透すけた脚も。

　彼女はにこりと微笑んだ。

「武官さんのいないところで朝帰りとか、朧月ちゃんもやりますねえ？」

「……ごめんなさい。わたしが軽けい率そつだったから、誤解を招く表現するのは許して」

　異母兄を心配したせいで、友人を心配させていたら世話はない。朝から深く反省して、朧月は着替えを始めた。

　胸元の合わせを整えながら、ほとんど無意識のうちに首飾りにふれていた。以前に蒼刻から贈られた、九きゆう華か石せきの首飾りだ。二人の間では「首輪」とも呼ばれている。

　周りには打ち明けていないが、異母兄の誘ゆう拐かい事件以来それは片時も外はずせないものとなっていた。金きん陵りよう城じよう市しに旅立つ蒼刻を見送ってからは、よりいっそう。

（蒼刻さんはご無事かしら）

　心の中に、天てん秤びんがあるような気がした。

　蒼刻は朧月が家族のそばにいたいという気持ちを許してくれたし、本当なら彼の戦場についていくべきではない。冷静な自分がそう言うけれど、心が二つに割さかれるような感覚がある。

　身み支じ度たくを終えると、計はかったようにルアンが現れた。

「星彩さんたちはどこ行ったの？　姫さまをちゃんと部屋で寝かせないと駄だ目めだって言っときたいんだけど」

「ええと……今はいないわ。わたしがどんよりしているのにずっと付き合わせていたら悪いから、張ちようさんとお散歩でもしてきたらと言ったのよ」

「ぼくの小言が嫌いやで逃げたんじゃないんだ？」

　ルアンは不満そうに口を尖とがらす。朧月や星彩に対して怒っているというより、厭いや味みか皮肉を言わないとすっきりしないという心情らしい。

「恋路を邪魔して虎とらに食われたくないから、もうそっちはいいや。それより姫さま、朝ごはんだよ。今日こそ少しは食べないと、刺史さまにも劉家の若様にも、姫さまは最悪な時期の引きこもりに退行して食事をサボってたって告げ口するからね？」

「う。そ、それは嫌……」

「だったら来て。姫さまの胃袋復活の第一歩に、世界一おいしい重おも湯ゆ作ったから」
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　朝食──結局口にしたのは重湯のみだが──の後、朧ろう月げつはめずらしく自発的に邸てい内ないを歩き回ることにした。

　乾ききったかのように思われた内臓は、ルアン特製の信じられないほどおいしい重湯でたっぷりと潤うるおされた。異母兄の件で消えていた食欲が戻る兆きざしを感じる。

（兄さまは絶対に目覚める。わたしは弱っていないで、動けるようになっておかないと）

　静せい心しんは取り戻せたが、誘拐事件はおそらく通過点に過ぎない。

　主犯であろう曹そう緋ひ鷹おうの行方ゆくえがまったくつかめていないのも、彼女の不安をあおる。

（それに──）

　滴てき翠すい楼ろうの外に出たのは、探し物をするためでもあった。

（わたしの推測が正しければ、近くにいるはずなのだけれど）

「──ッ！」

　だが探し物の手がかりを見つける前に、朧月はその男を見つけてしまった。

　なぜなのか、不自然に半開きになっていた正門。

　出入りの商家が御用聞きにきたのかと思い、なにげなく様子をうかがいに行ったところで運命のように目が合った。真しん紅くの瞳ひとみと。

「曹緋鷹さま」

「まだ君に『さま』付けで呼んでもらえるとは思わなかった」

　意外だな、と緋鷹は片方の眉まゆを上げてみせた。

　悠ゆう然ぜんと門をくぐってくる曹家の御おん曹ぞう司しを、朧月は身じろぎもせずに注視した。

　自みずから消息を絶たった緋鷹を捜さがすのは難しいだろうと思っていたから、対策など何もない。

「髪を切られたのですね」

「そういう気分になってね」

　彼は長かった黒髪を首筋にもかからないほどの短さにまで切り下げた上に、着ているものもいかにも貴公子らしい上質で優ゆう雅がな衣裳ではなく、動きやすさを優先したような細身の脚きやく衣いだった。裾すそを革の長ちよう靴かに入れこみ、外がい套とうまで着ている。

（旅たび装しよう束ぞくに似てはいる、けれど）

　──どこへ行って、何をしようというのか？

　彼が異母兄にしたことを思い返すことが、朧月に恐怖と不安を超えさせる。

　以前とは異なり冷ややかですらある彼女のたたずまいに、緋鷹は何か満足しているようだ。

「幽ゆう鬼き院いんと呼ばれていれば、けちなこそ泥どろの類たぐいは寄りつかないだろうが、門番も置かないのはさすがに不用心だと思うぞ。俺のように恐おそれ知らずの無ぶ礼れいな放ほう蕩とう息子むすこが、こうしてなんの障害もなしに侵入できてしまう」

「御忠告には感謝いたします。……が、この邸やしきに無断で入りこんだ者は例外なく、どこからともなく飛んできた石や瑠る璃り瓦がわらのかけらでけがをしたり、何者かに足をつかんで引きずり回されるといった恐怖体験をして、逃げ帰っておりますゆえ」

「悪名をうまく利用しているのか。冥めい界かい公こう主しゆを慕したうお付きの幽鬼たちは、忠義な働き者が多いんだな。なら、俺のこともそうして追い返すか」

「さあ」

　とぼけてみせたのには時間稼かせぎの目的もあるが、本当に彼女がそうしたいという衝しよう動どうを持て余しているせいでもあった。もし朧月がもう少し勝気で背が高かったなら、後先考えずにまずは彼の顎あごを殴なぐりつけていただろう。

　切って間もないのだろう髪が首にかかるのを指先で払いのけると、緋鷹は言った。

「俺と二人で散歩しないか？　おもしろい話があるんだ」

「……お話なら、ここで──」

「すぐそこだ。生きている人間はもちろんだが、白びやつ虎この御おん大たいや幽鬼がいないところで話がしたい」

　正門の周囲には槐えんじゆの木が十本ほど植えられており、金こん色じきの朝の光を受けた枝葉が、緋鷹の上にいびつな影を落としている。あるかなしかの微笑みを浮かべた彼の表情は、朧月がここで提案をはねのけることを想定していないように見えた。

　神経を逆さか撫なでする男を前にしながらも、朧月の冷静な部分は、彼の「おもしろい話」を無視するのは逆に危険だとささやいている。

「静心のそばを離れたくないか？　だが、そろそろ目覚めるはずだ。君の『双そう界かいの瞳ひとみ』で確かめてみるといい」

「…………」

　邸内にいる幽鬼の視界を盗み視みして、幽鬼院の様子を視てみろという意味だ。

（やはりこの人は、わたしの異能が強くなって、以前にはできなかったことができるのを知っている）

　見透かしたような態度への嫌けん悪お感かんを、睫まつ毛げを伏せる一瞬の動どう作さのうちに抑えこみ、朧月は意識を切り替えた。

　異母兄の誘拐という危機で一気に研とぎ澄すまされた気のする、双界の瞳がもたらす第六の感覚を使う。

　すぐに、まぶたの裏にここではない光景が投影される。

　──まずは、艶やかな白虎の毛並みが見えた。これはおそらく星彩の視界。

　次──

　異母兄が休んでいる寝台が見えた。視界のあるじは、ここに居い候そうろうをしている幽鬼の一人だ。

　たしかに静心は身じろぎ、毛布の下からのろのろと持ち上げた手で顔をこすり、重たいまぶたをこじ開けようとする兆しを見せていた。

　長く眠りつづけた後に目覚める人の様子を見るのは、初めてではない。母が身体からだを壊して亡なくなる直前は、恐おそろしく長く眠る日が多かった。一日の大半は眠り、ようやくといった様子で数刻だけ覚醒した……。

　ともあれ異母兄が目覚めたことには安心した。事態はまったく好転していなくても。

（兄さまに相談……は、させてくれそうにないか）

　緋鷹が背にした扉の向こうに、人の気配がある。緋鷹の手下だろう。

　今ここで彼女が邸内に逃げこもうとしても、数歩も行かずに捕つかまってしまうのが想像できた。ため息をつく。

「やはり、あなたが兄さまを苦しめた犯人だったのですね」

「許されたいと思って言うわけじゃないが、あいつの意に反した場所を連れ回したこと以外は手荒な真ま似ねはしていない。縛るときも運ぶときも丹たん薬やくを飲ませるときも、身体からだにも心にも傷きず痕あとが残らないように工夫はした」

「…………」

「そろそろ行かないか？　顔を隠す被ひ布ふが必要ならすでに用意してある」

　緋鷹はこちらに手を差し伸べようとして、しかし急に思い直したように引っこめた。

「君は静心や蒼そう刻こく以外の異性と、軽率に手を取り合うことはしないだろうな」

「はい。特に、あなたとは」

　逆らえず天てん祥しように手を引かれて連れ回された経験はあるのだが、彼に教える義理はない。

「そもそも、どこに連れて行く気なのか説明もしない殿方に従うつもりはありません」

「静心の教育と、劉りゆう蒼刻の躾しつけ。どちらの賜たま物ものかな」

「…………」

「姚よう朧月」

　動こうとしない彼女を見つめて、緋鷹はまるで諭さとすような物言いをした。

「俺は放蕩息子を気取っていた頃にいろいろと──口には出せない種類の人間とも山ほど縁えんがあった。ここで君が何かをする前に君を殺すのは簡単だが、もちろんそんなことはしない。今や俺を完全に敵とみなしている君と、最後に少し話をしておきたいだけだ」

　人を不安にさせる虚うつろに満ちた彼の瞳が、ふと朧月からそらされる。

「心配なら、そこの使用人もついてくればいい。こう見えても曹家の子息だ。午後の茶の一杯くらい奢おごろう」

「──……ルアン!?」

　焦あせりとともに振り返れば、緊張に張り詰めた無表情の少年が、柱の陰から姿を見せたところだった。

（しまった……！）

　わたしが早く決断していれば、一人だけで済んだのに。

　あれこれ必死に考えをめぐらせた結果が、予想外の人間を巻き添えにしてしまうという失態につながったことに、朧月は己おのれへの失望で唇くちびるをきつく嚙かんだ。

　太陽の輪りん郭かくがまた不意にぼやけ、雨雲が再び風に流されて空を隠しはじめたことに気がつく由よしもなかった。
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　ようやく雨の上がった金きん陵りよう城じよう市しは、程ほどよく湿しめらせた薄はく布ふを被かぶせたかのように、涼すずしい空気にすっぽりと包まれている。

　空はまだ濃のう淡たんにばらつきのある灰色。この季節には嫌いやでも見慣れる雨あま雲ぐもの色だ。濡ぬれた大地はいずれ乾く間もなく天てん水すいに潤うるおされるのだろうと、拠きよ点てんであるかつての異教の寺院に集められた国軍関係者の大半が予想していた。

（あいつだったら、雨を理由に絶対に外に出ない陽気だな）

　と。

　集中して読んでいた書類からなにげなく窓の外へと目をやったとたん、彼女のことが頭に浮かんだ自分に、蒼そう刻こくは一人きりなのに気まずいような心地ここちを味わう。

　朧ろう月げつに逢あいたいという想いと同じくらい、彼女と彼女を取り巻く人々のことが心配でもあった。

（もう玄げん静せい心しんが回復してればいいんだが）

「──蒼刻。いるかい？」

　呼びかけられる寸前まで、扉とびらの外の気配に気づかなかったのは不覚だった。

　彼が返事をしてから、目を通していた紙の束たばを卓たく上じように置いて立ち上がった直後に、扉が開けられた。

「天てん祥しようさま」

「もうじき昼ひる餉げの時間だね。胡ご麻ま油あぶらが熱せられる香りが、廊ろうにまで流れてきてる」

　室内に入ってきたのは、華か天祥。この神しん華か国の世継ぎの皇おう子じだ。

　金きん糸しの髪かみは耳の高さで束ね、皇こう都とにいるときと比べると非常に身軽そうな──旅たび装しよう束ぞくと言われても納なつ得とくできる飾りの少ない衣い裳しようを選んでいても、生せい来らいの清せい潔けつで高貴な存在感はかけらも損そこなわれていない。

　昨日きのうここで最初に顔を合わせた際に、彼が「君のように戦せん袍ぽうを着たかったけど、あまり物々しい雰ふん囲い気きを作りすぎてはいけないと伯お父じ上うえに言われてね」と物足りなさそうにぼやいていたことを蒼刻は思い出す。

　護ご衛えいや側そつ近きん、世話係、話し相手──その他もろもろを兼ねて働く糸目の青年が、扉のすぐ横の壁に控えるのを一いち瞥べつして確かめると、天祥は蒼刻へと視線を向けた。

「話をしたいんだけど、いいかな？」

「もちろんです」

　遠回しに気を遣つかわれたような感じを受けた蒼刻は、ゆっくりと瞬まばたく。

　天祥は椅い子すに腰を下ろすと、同い年の青年武官の戸と惑まどいにさらりと答えた。

「気を悪くしてほしくないんだが、最初君が子犬の目をしていたからね」

「子犬？」

　そんな可か愛わいらしいものに喩たとえられる覚えはない──ととっさに眉まゆをひそめたが、基本的に気弱なくせに結構言いたいことを言うところのある引きこもり公こう主しゆが、彼のことをときどき可愛いとのたまうのを思い出してしまい、蒼刻はなんとも言えない気分になる。

「私が思った以上に、君には自覚がないようだけれど」

　彼が微び妙みような表情をして椅子に座り直すのを見やりながら、天祥は続けた。

「君は朧月と一緒にいたり、彼女の話をするときに、そういう無む垢くで一いち途ずな目をすることがあるよ。ああ、朧月はとっくの昔に気づいているはずだ。だから彼女はおよそ可愛げのない眼がん光こうと体格を持つ護ご花か七しち将しよう軍ぐんになろうという男を捕つかまえて、悪気なしに『可愛い』とか言ってしまえる」

　珍ちん獣じゆう扱いして構かまい倒している娘むすめから、子犬扱いされていたら世話はない。蒼刻は思わず仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「……あれは天祥さまにそんなことを話してるんですか」

「さて、どうだろうね。──彼女がいないと物足りないかい？」

「まあ、あんな珍獣の代わりにはだれもなれないので、いないと空白を埋うめようがないというか……正直に言うと禁断症状が起きそうです」

「私の予想以上に重病だな。君のそういう意外なもろさは愛すべき部分だが」

「ッ」

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、さらっと甘あまやかすような言葉を不意に口にするのは彼の癖くせだ。節せつ操そうがないわけではなく、相手の「素」の反応を見るのに一番手っとり早くて効果の大きい方法だから頻ひん繁ぱんに使っているのだろうと蒼刻は考えていた。

　慣れたというか慣らされたはずの蒼刻でも、ときどき意表を突かれる。現に今も、言葉に詰まった。

「ところで」

　不意に針はりで突くように口く調ちようを冷静なものに切り替えて、天祥が切り出した。

「渡した資料は読んだかい？」

「──隅すみ々ずみまで、三度読みました」

　やはりそれがここに来た目的だったのだなと納得した蒼刻も、すぐに表情を改める。

　糸目の側近・走そう影えいに目め配くばせをして何か指示すると、天祥は卓の端に載せていた両手の指を軽く絡からめた。

「では内容の確認をしよう。私たちが今回相手とする、最悪の場合は一戦交まじえるかもしれない相手──旧国軍派の退たい役えき武官『胡こ時じ雷らい』の経歴についてだ」

　走影が扉をわずかに開ける音。

　続いて小声で話しているのが聞こえた。軍属の小間使いを呼び止め、茶の支し度たくを頼んでいるようだ。

　そちらは見ず天祥の視線だけを意識しながら、蒼刻は普段よりもゆっくり話しだした。

「六十五歳。明るい茶色の髪に、同じ色の瞳。四代前に北の国境を接するルーシ帝国から移り住んできた一族に生まれ、紅こう英えい州で育ったが決して豊かとは言えない生活環境。体格に恵まれた血統で、十歳の時に亡なくなった父親も旧国軍の兵士だった」

「いいね。そのときに彼は何を？」

「生活を守るために、歳としを偽いつわって国軍に兵士として採用されました。もともと喧けん嘩かがうまく十歳ですでに十四歳並みの背せ丈たけの持ち主ぬしだったそうで、四年後に本当の年齢がばれたときには優秀な兵士になっていた。戦場での功績を鑑かんがみて年齢詐さ称しようについては許され、昭しよう武ぶ校こう尉いに昇しよう進しん。間もなく──当時の制度でいう大将軍の一人に気に入られ、明めい威い中ちゆう郎ろう将しように抜ばつ擢てきされました」

　大将軍は今でいう護花七将軍。中郎将は、大将軍の直接の部下にあたる。

　ここまでは、叩たたき上げの武官としてはめずらしくもない道のり。

　問題はその先だ。

「背はい信しん行為に手を染めたのはこの頃からだと言われています。平たく言えば汚お職しよく。最初は国軍内部の他愛たわいもない情報を、裏の世界の住人に売って小こ遣づかい稼かせぎを始めたようですが、賭と博ばくで借金がかさんだせいでもっと『大きな』ものを取引に使いだした」

「具体的には？」

　天祥の青い瞳ひとみがいつになく冷たく突き放すような光を帯おびている。

　蒼刻は告げた。

「刑けい部ぶに異動した友人にも協力させての、怪あやしげな薬や密輸品の売買を見み逃のがす手伝い。名家の子し息そくの不ふ祥しよう事じや犯罪の揉もみ消し、関係者の口封じ。国軍内では賄わい賂ろを受けとって部下を昇進させました。──試さなかった汚職はない、と言っていいようです。中でも発覚したときに皇こう宮きゆうを動揺させたのは、他国への武器の横流しでした」

「相手の国は？」

「彼の先祖とつながっている北の帝てい政せいルーシ。鋼こう鉄てつの武具や火薬はおろか、稀き少しような種類の種たね馬うままで売り飛ばしたとか。……他の幹部も抱きこんでいたとはいえ、よくここまでバレなかったものだと思いますよ」

　思わず個人的な感想を挟はさんでしまう。

　蒼刻は、自分があまり意識せずに手を紙の束、つまり今話した内容が記しるされていた書類の上に置いていることに気づいた。別にだからどうというわけではないが。

「残念なことに、当時の国軍には汚職がはびこっていたからね」

　天祥は背もたれのついた椅子に深々と身を沈めた。

「さすがに胡時雷ほどの大物は稀まれだけどね」

「当然です。こんなのがあと三人もいたら神華国は内側から崩壊した後に、周辺諸国から食い荒らされていたかもしれない」

「にもかかわらず、国にとっては病魔に等ひとしい存在と成なり果はてるまで胡時雷が咎とがめを受けることはなかった。その理由は？」

「……先代の皇帝には、よく気のつく臣しん下かとして気に入られていたからです。胡時雷はなんというか、皇帝という地位につきまとう精神的苦痛や、退たい屈くつをなだめる方法をよく心得ていた。狡こう猾かつな男です」

　先ほどよりも歯切れが悪い、という自覚は彼にもあった。

　かつての神華国にとって「諸悪の根こん源げん」と呼びたくなるほどだったやりたい放題な中郎将の後ろ盾だては、天祥の祖そ父ふだったのだ。

　が、天祥は気にするそぶりもなく、あまつさえ鼻先で笑ってみせた。

「気を遣つかわなくていいよ。亡くなったお祖じ父いさまは──この際、品格も立場も無視して言わせてもらえれば『くそ爺じじい』だ。よい政事をしなかったとは言わないが、その百倍は害悪なことをした」

「天祥さまがそういうことを言うと、俺が教えたのかって怒られそうなんですが」

「大丈夫。教えてくれたのは走影だ」

「!?」

　予想外の言葉に目を白黒させたとき、その走影が声を発した。

「──天祥さま」

「なんだい走影？　本当のことだろう」

「まあ、それはいろいろな意味で事実ですが。お呼びしたのは、お茶を持ってきてもらえたからですよ。失礼いたします」

　やれやれと続かないのが不思議なほどやる気のない口調は、走影の癖くせだ。

　話をいったん中断して、走影が小間使いから受けとった盆ぼんを持ってくるのを待つ。

　走影は「皇宮を離れると雑用が倍は増えるのが難ですよ」と、かなり露ろ骨こつな愚ぐ痴ちをのたまいつつも、慣れた手つきで茶を用意してくれた。そうと言われなければ見み逃のがしそうな自然な仕草で、毒味まで素早く済ませて。

　天祥が言う。

「御ご陵りよう地ち──皇族のお墓だらけの場所なんていう怨おん念ねんが渦うず巻まいてそうな場所に近づく予定だから、邪じや気き除よけの効能があるという茶葉を持ってきたんだ」

「青あお茶ちやですか。邪気除けということは、銘めい柄がらは『青せい峰ほう』？」

「正解。まあ君の実家の特産品か」

「俺も飲むのは久々ですが」

　色・味・香り・形のすべてが一級品という茶葉だが、武官の身の上では美食に舌が慣れていてもいいことはないため、自分から進んで飲む機会は少なかった。

（うちの天然公主には飲ませてやりたい気も……──いや、あいつは高級茶よりも温かい桃ももまんのほうが喜ぶか）

「どこまで話したかな。ああ、くそ爺の人を見る目のなさまで？」

「……噴くのでやめてください」

　蒼刻は口元を引き締めるのを意識しつつ言った。

　この皮肉屋な部分も持つ太たい子し殿でん下かがわざとやっているのは承知の上だし、蒼刻自身も口は悪いほうだ。しかし容姿もさることながら仕草や物腰がため息を誘うほど優雅な相手からそういう発言が出るのに、さらりとは受け流せない。

「話の続きだが」

　皿の乾燥果くだ物ものに添えられた柘榴ざくろの花を、天祥がつまみ上げた。

「胡時雷は。こちらに何を要求している？」

「彼の元部下で、今は罪人として収しゆう監かんされている五名の男の解放」

　眼がん帯たいの位置を指先でわずかに修正して、蒼刻は答えた。

　五人の男たちは、十年前の国軍の大改革の際、除名処分を受けている。その後は暴力と脅きよう迫はくを商売道具とする、ただの盗賊よりもたちの悪い組織を作って人生の裏街道で生きていた。

　が、七年前に新生国軍と刑けい部ぶが協力した大おお捕とり物もので、見事に捕ほ縛ばくされたのだ

「もうひとつの要求は、国軍元げん帥すい・袁えん晨しん友ゆうと、彼の軍師である参さん謀ぼう・燕えん夜や淑しゆくの身柄の引き渡しです」

「君の上官は、それを知ってなんて言ったと思う？」

「…………」

　蒼刻はちょっと考えた。

　袁晨友はよく言えば臨りん機き応おう変へん、悪く言えば大だい胆たんすぎる。燕夜淑は用意周到で慎しん重ちよう。

「袁元帥が半分冗談っぽく『なら俺が引き渡されるフリをして敵陣をめちゃくちゃにしようか』とか言いだして、燕先生は大まじめに指揮官が危険を冒おかすことの愚おろかさを説明しながらそれを止めるところを想像しました」

「おおむね合ってるよ」

「合っていても微妙にうれしくない気が……」

「いや、喜ぶべきだよ。上官と部下が互いの性格を理解しているのは大事だ」

　……そう言われると悪くない気がしてしまうのは、単純だろうか。天祥は人をいい気分にさせるのがうまいので要注意だ。

　天祥は手のひらに載せて眺めていた柘榴の花を、卓上にあった硝子ガラスの水すい盤ばんに置いた。波は紋もんが広がる。

「戦うには金がいる。叛はん乱らん軍ぐんも同じだ」

　ゆったりとした動作で脚あしを組み替えると、天祥は蒼刻を見た。胡時雷たちが金を得る手段は？　と聞いているのだ。

「胡時雷の金策は、大きく分けて二つだと言われています。一つは、国軍にいた頃にひそかに溜ためこんだり、彼が秘密の工房で今も作らせている武器の他国への違法な売買。それといかがわしい薬──主おもに阿あ片へんの密貿易です」

「どちらも利益率が高くて、一度やったらやめられないそうだね」

　さりげなく皮肉を混ぜる言い方が天祥らしい。

　蒼刻も、除名されたとはいえかつては国軍に所属していた者がやることかと嫌悪感を覚えていた。他国に武器を売るのも、自国の民に心身が壊れるような薬物を売るのも、裏切りに等しい行為ではないか。

　天祥の指の腹が、置かれていた書類をすうっと撫なぜる。

「国軍を追放された後、どこに潜もぐったか幽ゆう鬼きのように行方ゆくえがわからなかった胡時雷と直接接触することで、秘密の武器工房や薬草畑の場所を探さぐり当てられるかもしれない。今回の交渉の目的はどちらかといえばそちらが主だ」

「それを潰つぶせば、旧国軍派の資金源は大きく損そこなわれる。ですが──」

　と、蒼刻はこれまでの会話を思い返した。

　叛乱軍の要求。

　それを吞のまなければ彼らは何をしでかす気なのか、まだ確認されていない。

「──叛乱軍は、要求を吞まなければ御陵地を穢けがし、阿片を与えるのと引き換えに味方にした中毒者の民たみとともに攻撃を仕掛けてくると言っている。と、書類にありました。それは尊とうとい犠ぎ牲せいとして目をつぶるんですか？」

「そうは言っていない。だからこそ君にその書類を読みこんでもらったんだ」

「……？」

「蒼刻」

　と、天祥が呼ぶ。

「何か腑ふに落ちていないようだね」

「直接交渉の席にはつかない俺に、胡時雷の情報を読みこませる理由がわかりません。手っとり早く暗殺でもしてこいと？」

「君のそういう身も蓋ふたもないところは嫌いじゃない」

　苦笑いは浮かべても否定はしないまま、天祥が茶ちや椀わんを手にとった。

「君には走影と一緒に、ひそかに敵情を調べてもらうことになりそうだ」

「走影と？」

　蒼刻はとっさに糸目の側近を見上げ、すぐに天祥へと視線を戻した。

「あいつは確かに殿下の身の回りのお世話よりもそういう方面が得意そうですけど、俺は潜入や諜ちよう報ほうは専門外です」

「だが、幽鬼や死に属する者に対する経験は豊富だ。朧ろう月げつほどではないが感知もできる」

「敵が殭屍キヨンシーや、その系統のモノを使し役えきしている可能性があると？」

「そういうことだ」

　──もしや、と思う。

「叛乱軍の言う『御陵地を穢す』という脅おどしの意味は、殭屍キヨンシーなどを作ってこちらに戦いを仕掛けてくるとか、この金陵城市を襲おそうとか、そういうことなんですか？」

「その可能性を、国軍も私も恐おそれている」

「……心配のしすぎじゃないですか？　殭屍キヨンシーを作るのは禁術ですよ」

　一応そういう聞き方をしてみたが、天祥はいつものように微笑ほほえんで「そうだよね」とは言ってくれなかった。

「本来はそうだ。が、月げつ蝕しよく領りようといい、陛へい下かの暗殺未み遂すいといい、[image: ]せい教きよう寺院の件といい、我々が思うよりも禁術の使える者は多いのかもしれない」

「道術の専門家──来らい将軍の見解は」

「微妙な反応だったね。彼は『禁術を使う道士の数が多いというよりは、その方面に極端に秀ひいでた天才が一人暗あん躍やくしていると考えるほうが理解できる』と言っていた」

「なるほど」

　実際の来煌言は、今の太子の口調の倍は語尾が伸びた独特の話し方をするのだが、別に天祥に物まねをしてほしいわけではないのでそれはいい。

　彼の、というより国軍における道どう士し界かい隈わいの悩みは、昔よりも道士の数が減り、道術の必要な仕事に対して圧倒的に人手が足りないことだ。

　元をたどれば十年前まではびこっていた賄賂のせいで、基本的に裕福ではない家の出身者が多い道士はなかなか出世できず、ずっと日陰者に甘んじていたせいだが、今はその問題は横に置く。

「でも旧国軍派にも道士がいなかったわけじゃないから、隠れた天才がいた可能性は否定できないと」

「そういうことだ。警戒するに越したことはない」

　蒼刻の目を見み据すえて天祥がうなずく。

　そういう事情なら、朧月のほうが最適の人材だ。彼女に叛乱軍の拠点を見せれば、おそらく一瞬で「謎なぞの天才道士」がいるかどうかはわかる。

　しかしもちろん彼女を異い母ぼ兄けいのそばから無理には引き剝はがせない。彼女は国軍に何度も協力しているが、軍属の人間ではないのだ。

　引きこもりをやめろと説教して連行する日課とは全然わけが違うし、正直に言えば今でも彼女が異母兄に依い存ぞんしていることには複雑な気持ちもあるが──知人として、玄静心が心配なのも事実だった。

（それに、あいつが異母兄あにを助けたいと思って自発的に行動してるのは、あいつにとっていいことのはずだ）

　うんうんと自分を納得させ、蒼刻は話に意識を戻す。

「その場合、走影が離れている間、天祥さまの警けい護ごはどうなるんですか？」

「心配してくれるのか、ありがとう、だが私も日々護身術を鍛きたえているからね。凶きよう手しゆの一人や十人は、琳りん琳りんと一緒に究極パンダ殺さつ法ぽうで撃退してみせる」

「天祥さま」

「わかった、まじめに答えるよ。──私は伯父上と一緒にいて、身の安全を確保すると同時に君たちを安心させるつもりだ」

　天祥の伯父。

　実権を持たぬ三さん槐かい師しにして、皇帝の腹心の友といえる董とう順じゆん世せいのことだ。

「伯父上はご自分の護衛のために、董家の私兵から精せい鋭えいを連れてきている。彼らは私にとっても知人だ」

「なら、安心しておきます。順世さまご本人もお強い方だそうなので」

　武人としての董順世を直接この目で見たわけではないので、聞きかじったふうな言い方になる。

　そのことに気づいたらしく、天祥は見慣れた悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてみせた。

「そういえば伯父上は、交渉が始まるまでは、庭で鍛たん錬れんをして戦いの勘かんを戻しておくと言っていた。蒼刻、よければ伯父上の相手役を務めてみないかい？」
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「静せい心しんのところに押しかけるときは、さすがに手て土産みやげくらいは持じ参さんするんだが。うっかり忘れたときは、ここの水みず菓が子しに世話になることが多い」

　拍ひよう子し抜け。

　と言うのが一周すると、却かえって不気味で不安になる。

　たとえば朧ろう月げつは読書が──部屋から一歩も出ずに行える趣味のひとつとして──好きなのだが、こうなるだろうとと心配していた展開ではなく驚くほど平和な方向に話が向かうと、ほっとするのではなく、油断させておいてこの後にもっと惨むごいことになるのではないか？　と疑ぎ心しん暗あん鬼きになることがあった。

（『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』の三巻とか……ほのぼのしたお話ですっかり油断していたときにあの壮そう絶ぜつな展開が来たときは、湘しよう雲うんさまは鬼おにかと思ったもの）

　あの物語と同じ苛か酷こくなことにならないことを祈いのりつつ、朧月は隣に座っている曹そう緋ひ鷹おうを見ていた。

　彼女がルアンとともに連れていかれたのは、朧月もよく知る茶さ楼ろうだ。

　本当に緋鷹の言ったとおり「すぐそこ」──百ひやつ花か神しん仙せんを祀まつる、この城市では一番大きな神しん廟びようの近くである。当然、周囲を行き交かう人通りは多く、絶たえることもない。

「それで……お話とは？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうだな」

「早く帰りたいので……。異母兄あにが心配します」

「俺と逢っていたことが知れたら、どのみち心配はするだろうな。くつろいでくれ、冥めい界かい公主」

　容姿は整っており、洗練された物腰で身なりも清潔に整えている。その気になれば稀少な花からとった蜂はち蜜みつのように魅力的な男になれるはずで、それをわかった上で緋鷹はときどき己おのれの長所を利用しているのだろう。

　緋鷹がやけに上手じようずな演技をするせいで、朧月は周囲から、彼の許嫁いいなずけか何かのように思われているようだ。羨せん望ぼうのまなざしすら感じる。彼女が引きこもりで、生まれ育った城市ですら幽鬼を除けばまともに顔を知られていないのも緋鷹には好都合だった。

　彼は言った。

「実は君にひとつ頼みがある。簡単なことだ」

「頼み？」

　緋鷹は彼女ではなく、味わい深い小さな瑕きずがついた硝子ガラスの器うつわを見ている。

「五日、いや七日間。何が起ころうとも幽ゆう鬼き院いんから出ないでくれ」

「────」

　ただただ悪い予感が、舌の上に不快な味を広げる。朧月は表情をくもらせた。

「その間にすべて終わる予定だ。この条件さえ吞んでくれれば、君の家族にはもう二度と関わらないと約束するし、君の恋人と無事に再会できるよう手を回そう。君の小さな世界は保全される」

「わたしの杞き憂ゆうでなければ……それ以外のものは、すべて壊しに行くかのような言い方に聞こえるのですが」

「さて、どうかな」

　緋鷹は肩をすくめた。

「俺は君たちにはあまり動き回ってほしくないんだ。おとなしく目を閉じ耳をふさぎ逃げ隠れしてくれれば、君たちだって死なずに済む。悪くない条件だと思うぞ」

「……悪くないかどうかを決めるのは、わたしたちのほうではありませんか？」

　声に自然と棘とげが出る。

　彼のすました顔から目を離さぬまま、朧月は冷ややかに切り返した。彼女がこんなにも他人に冷れい徹てつになるのはめずらしいため、すぐそばに控えるルアンは緋鷹よりも主人のほうに何か戸惑っているようだ。

「あなたと、あなたの仲間という方は、蒼刻さんをそれほど畏おそれているのですか？」

「君も意外ととぼけるのがうまいな」

　ふ、と鼻先で笑うかすかな音。

「本来ならここまで教える義理はないが、君のとぼけ方が愉ゆ快かいだったのでご褒ほう美びだ姚よう朧月。俺が──というか、俺たちが恐れているのは、劉りゆう蒼そう刻こくよりも君のほうだ」

「…………」

「さすがに驚きはしないか。ここで君が『まさかわたしなんて……』とか言いだしたら、げんなりして、あの御方の意向を無視して君を殺してしまったかもしれないところだ。よかったな」

　──あの御方。

　敬意よりは不ぶ躾しつけな興味を感じさせる呼び方だ。目上の相手だが、気の置けない友人なので礼儀はさほど気にしないというような。

「二日前まで静せい心しんを監禁していた塔とうに、君への目め印じるしとして十二体の殭屍キヨンシーを置いてあげただろう？　俺はとある場所にあの十倍以上の手て駒ごまを残してある。加えて『放ほう蕩とう息子むすこ』時代にいろいろな遊びをしておいたおかげで、生きている『手駒』もそれなりに用意ができた」

「あなたの遊び仲間、ということですか？」

「ある意味ではそうだな。半日で七人の幹部を殺して、一夜のうちにとある裏うら稼か業ぎようの組織を乗っとってみたり、ならず者を退治するふりをして抱きこんだり。いつ物陰から凶手が現れて殺されるかもしれない、という可能性と隣り合わせの遊びだ」

「……それは普通、遊びではなく、犯罪や暴力と呼ぶものです」

「犯罪、暴力」

　空からにした茶碗をもてあそびながら、緋鷹は唄うたの一節でも真ま似ねるように言った。

「どちらも商売道具にも遊び道具にもなるな。俺は好きだ」

「…………」

　悪趣味さに辟へき易えきとしたとき、緋鷹がおもむろに身を寄せて、朧月の背に腕を回した。

　あまりに自然な抱きしめ方だったから、茶楼に集まった客たちが「こんな朝早くから元気だこと」と、朧月の顔から火が出そうなことを言いだした。

　それでいて、彼の抱ほう擁ようはなんの温ぬくもりももたらさなかった。朧月は緋鷹の腕の中に囲われながら、自分の身体からだが冷たくなっていくのを感じていた。視界の端でルアンがとっさに立ち上がって緋鷹に立ち向かおうとする様子を見せたが、無言のうちに押し留とどめる。

　沈黙の中で、どちらのものかもわからない鼓こ動どうだけが意識された。

「では君が俺の指示に従うか、君のお付きが仕事の最中に正体不明の毒で苦く悶もんのうちに死ぬかのどちらかだ、と言ったら？」

「！」

　一瞬にして喉のどがからからに乾いた。

　思いっきり深呼吸したいのに、それだけのことすらできずに凍こおりつく彼女の頰を、緋鷹の手が包む。

「姚朧月」

　緋鷹は、彼女の耳にふれないぎりぎりの距離でささやいた。
















「あるいは君が俺の指示に従うか、君の邸やしきの執しつ事じが消えて、翌朝城市の外で内臓が泥のように破壊される拷ごう問もんを受けて死んだ姿で発見されるか。君が俺の指示に従うか、何なに雨さめ村むらとかいう商人がうっかり卓子の角に頭をぶつけて死んでしまうか。まあ、俺としてはどれでも構かまわない。どれも俺にとっては同じ、君への牽けん制せいだ」

「……耳ざわりのよい言葉でごまかさないでください。脅しでしょう？」

「失礼。男として、君に気を遣ったつもりだった」

　彼は微笑んだようだった。

　ひょっとしたら女を甘く口く説どくよりも、こうして怯おびえと絶望と混乱の海に突き落とす経験のほうが多いのかもしれない。それはそういう笑い方だった。

「俺の脅しが本気ではないと考えるのなら、劉蒼刻に助けを求めるために旅に出る支度をしてもいいぞ。その場合は──そうだな、この城市の住人が明日の夜までに五人、自分の店の火事で死ぬことになる」

　今度は頭にかっと血がのぼり、混乱を通り越して「よくも」という言葉さえ彼女の胸に浮かんだ。よくもまあ内臓をごっそりむしりとられるような感覚を他人に味わわせることを次々と紡つむげるものだ。

「よく考えてくれ。俺は何も惨むごいことは強しいていないぞ。君は、引きこもってぬくぬくと暮らすのが望みだろう？」

「……それは、希望の一部です。一番の願いは違います」

「知っている。大好きな人たちと一緒に幸せに生きること、そんなところか」

　商売の取り引きのように話を続けるのと同時並行で、彼は朧月を観察していた。真しん紅くの瞳が彼女の全身を捉とらえている。

「だが君は危険を冒すのは好きじゃない。特に他人を巻きこむようなことは、できるだけしたくない性格だろう？　昔傷つけた幼おさななじみの存在は、君の行動原理に非常に強い影響を与えている」

　とっさに朧月は口がきけなくなっていた。

　その間に緋鷹は立ち上がっていた。穏おだやかで紳士的とさえいえる挙きよ措そで。

「話は以上だ。俺からの提案は今の一つだけだから、君の自由にするといい。お付きの君もだ。俺を尾び行こうしてみたっていい」

　彼女だけではなく、ルアンも言葉が浮かばなかったようだ。

　もちろん単に緋鷹をののしるだけなら、どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを選んでも言いすぎということはないだろう。だがそうしたところで緋鷹に小さな愉ゆ悦えつを与えるだけで終わるのも、簡単に予想できた。

　緋鷹の背中が、朝の次第にこみあいはじめた雑踏の中に紛まぎれていく。

「…………」

　全身の血を抜きとられたかのような虚きよ脱だつ感かんで眩暈めまいを起こしそうになる──

　が、暗くら闇やみの中で火花のように走った激しい感情が、彼女がそれ以上弱くなってしまうのを寸前で押し留めた。

　ことさらゆっくり呼吸を整えた後で、朧月はおもむろに匙さじを手にとった。

「姫さまッ？」

　ルアンがぎょっとしたように声を上げるが、返事よりも食べることを優先した。

　冷めかけていた胡桃くるみの汁しる粉こ、すりおろした橙だいだいの皮と砂糖をかけた白しら玉たま団だん子ご、蜂蜜入りの露ろでじっくりと煮込んだ金きん柑かん──緋鷹といた時には手をつけることにさえ意識の及ばなかった点心をことごとく食べ尽つくし、茶まで飲み干す。

　引きこもりとはいえ刺し史しの家の娘として教育された作法をかなぐり捨てたような食べっぷりに、ルアンは目を白黒させていた。

　ふう、と息をついたときには、朧月は説明するだけの余裕を取り戻していた。

「……甘いものを食べると、気持ちが落ち着くと言うから」

「へ」

「落ち着いたかどうかは微妙だけれど、奮ふるい立ったような気はする」

「それが姫さまが、すごい勢いで食べた理由……？　ぼくはてっきり自や棄けになったのかと思って心配しちゃったよ」

「わたしが自棄になって引きこもるのが一番、緋鷹を喜ばせてしまうことだもの。とりあえず──幽鬼院に戻りましょう。書き置きもできずに出てきてしまったから、皆、心配して捜さがしているかもしれないわ」

　自分の声が少しずつしっかりとしていくことを確認して、朧月はぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

　蒼刻にはよく、返事をする声が小さすぎると言われ、つっこみと一緒に躾を受けた。

　その都度、彼の勢いや怖い眼光に気け圧おされながら声を振り絞しぼったものだが、こうしてはっきりと声に出すとその意味が身体で感じとれる。なるほど、無理にでも声を出したほうが身体が動く。

「邸に戻れば星せい彩さいや張ちようさん、藍らん志しさまもいるわ。静心兄さまも目を覚ましたなら知恵を拝はい借しやくできるかもしれない。何か……対抗策を考えないと」

　朧月は椅子から立ち上がると、愛用の被ひ布ふをかぶり直した。

　緋鷹に無遠慮にふれられた肌に残る余よ韻いんがわずらわしくてたまらず、自分の手を頰から首筋にかけての部分に置く。蒼刻とじゃれ合ったときの記憶を思い出した。彼と逢って、上書きしてほしいと欲する。

「考えなくてはいけないこと、やらなくてはいけないことが山ほどあると思うわ。ルアンも手伝ってくれる？」

「もちろん。ぼくだって当事者だよ」

　彼女の翡ひ翠すいの瞳に、気を取り直したルアンのうなずく姿が映った。

　ルアンの伏せられた目と引き結んだ唇くちびるには、緋鷹の脅きよう迫はくがもたらした恐怖の余韻と、主人を守らねばならないという強い意識が見てとれた。その気き丈じようさに朧月は却って、彼が年下であることを思い起こす。

「絶対にあなたをひどい目に遭あわせたりしないわ」

「ありがとう。でもぼくは、怖くなんかないからね？」

　行こうと差し伸べた朧月の手を、ルアンの思いのほか少年らしい手が握る。

（……負けない）

　曹緋鷹はすでに何かを始めており、彼だけではなく彼が力を貸している何者かもいる。

　受けて立ち、敵の裏をかいて戦わなくてはいけない。彼女が心から慕したう異母兄や青年武将が、常にそうしているように。
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　国軍にも色男というのはいる。来らい煌こう言げんのように無差別な女好きの変人ではなく、自然と異性を、時としては同性すら惹ひきつけるほどの容姿と魅力的な空気の持ち主。

　蒼刻は彼と直接面識はないのだが、その男の噂うわさを聞いたときに「それはすごいな」と変に感心してしまった表現がある。──背中を見せるだけでも女たちが腰こし砕くだけになる、というものだ。

　どんな男の色気の爆弾なんだよ、と聞いたときはつっこみを入れたくて仕方なかったものだが──中庭で瞑めい想そうするようにたたずむ董とう順じゆん世せいの後ろ姿を見て、その言葉を想そう起きさせられた。

　隠いん居きよした貴族風の衣裳だと気づきにくいが、彼は存外に胸の厚い長身の持ち主だ。姿勢も自然とよいので、儀典用の装飾が華はなやかな戦袍を着せたら存在感が増すに違いない。

（でもこれは、女が腰砕けってよりは男も見み惚とれるって感じか）

「──あなた方でしたか」

　二人が中庭に降りていくと、董順世が振り返った。

　ゆるい腕組みをするのが非常に様になっていたが、それはすぐに解ほどき、太子である甥おいを見据えて丁寧に言う。

「敵陣に動きがあった、というわけではなさそうですが」

「余裕があるうちに、伯父上の鍛錬に私の友人を付き合わせてみようかと思いついただけですよ」

　散歩にでも誘うような天祥の提案は意外だったらしく、順世は一度瞬きをした。そして視線を蒼刻へとあてがう。

「君が私の相手を？」

　太子殿下に強いられただけではないかと少しからかうように訊ねられたのに、蒼刻は彼らしく正直に答えた。

「未熟で邪じや道どうな遣い手ですが、順世さまを退屈させないよう努めます」

「私は戦いに歓喜を見出みいだす性格ではない。だが、太子殿下に気に入られている君の腕前はたしかに見てみたいな」

　それで決まりだった。

　順世に視線の動きで促うながされるまま、蒼刻は彼とそれなりの距離を置いて構える。天祥はもう少し離れた。

　蒼刻は戦袍のままではあるが、実際に戦闘に出るときの武装──兄に譲ゆずられた妖よう刀とうはもちろん、短刀や服のあちこちに仕込んでおく隠し刃やいばの類たぐいもすべて置いてきていた。順世が護身術として身につけているのは、剣術ではないと聞いている。

「差し出がましいようですが、眼鏡めがねは──」

「私の一部だ。気にしなくていい」

　さらりと言う順世に、蒼刻のほうから三歩で一気に距離を詰めた。見てみたい、と相手に言われたからだ。

　様子見を兼ねて放った最初の拳を、順世は難なくかわした。瞬時に体勢を変えて続けざまに撃ちこんだ二撃目は、順世のみぞおちに到達するだいぶ手前で腕ごと払われる。

　──決して見くびっていたわけではないが、予想以上だと蹴けりも交まじえながら攻撃の手を重ねつつ、蒼刻は判断した。順世の動きのキレは実年齢よりも十歳は若い。武官の経験はないはずだが、どこで経験を積んでいたのだろう？　ものは試しと兄から望みもしないのに伝授された人体の弱点をえげつなく狙う攻撃を織り交ぜても、順世は大きな動揺を見せずに丁寧に対処してくる。

　相手の腕を絡からめとってから投げ技に移行するつもりが、うまいこと身体を捻ひねられて逃れられたのを機に、蒼刻はいったん間合いをとった。順世の、先ほどよりも少し楽しげな色を浮かべた顔を見つめる。

「順世さま」

「何かな」

「もしかして《花か影えい》の戦い方を習得されていませんか？」

「古こ今こん東とう西ざいのいろいろな近接戦闘術を学び、自己流にまとめたものだ。特にどこの流派というものではない」

　なるほど、と蒼刻は納得した。皇族の護衛である《花影》の一族が身につける体術も、いろいろな流派を研究したのだろうと推測させるものだった。どこかしら参考にした部分が、順世の戦い方と重なっているのだろう。

　三大家に次つぐ家格である董家にしては、正統派ではない身のこなしだ。

　興味深いし親近感を抱いてしまう──と蒼刻が思ったとき、今度は順世のほうから仕掛けてきた。驚くほど大胆に踏みこんできた直後に、こちらの反撃の拳を完全に見切ってあしらい、喉のど元もとを突いてこようとする。今度は蒼刻が順世の腕を肘ひじで跳ね飛ばし、相手の間合いから一歩逃れたついでに、回し蹴りを──

「──二人とも」

　天祥の声で、場の空気にひびが入った。

　ほとんど反射的に動きを止めて振り返ると、金きん髪ぱつの太子は苦笑いを浮かべていた。

「盛り上がっているのにすまないが……観客がちょっと集まりすぎてるのには、気づいていたかな？」

「…………」

　一瞬、順世と顔を見合わせてしまった後で周囲を見ると、確かに中庭を見下ろせる窓という窓に兵士や武官が顔を寄せている。大騒ぎしたつもりもないのにこの集客ぶりとは、暇ひまを持て余しているのか。

　手合わせの最中でもどこか余裕を失っていなかった順世も、さすがに困ったように眉まゆをひそめて言った。

「やりづらいな」

「……そうですね」

「また今度にしようか。私の腕が本職の者たちの酒の肴さかなにされるのも恥はずかしい」

「決して見み劣おとりはしないと思いますが」

「ありがとう。君とは気が合うのかな、想定以上に熱中してしまった」

「光栄です」

「是ぜ非ひとも君の獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを、実際の戦場でも見てみたいが……今の状況では不ふ謹きん慎しんな発言になってしまうか」

　順世は決まり悪そうに笑う。

　胡こ時じ雷らいたちの宣戦布告に等しい脅迫をあしらい、直接対決を避けるのが目的だ。

　旧国軍は財政状況がかなり悪い、というより破は綻たんしていたため、今の国軍は出費を切り詰める方向で運営されている。武具を値切れば兵士の命が危あやうくなってしまうから、一番金のかかる「戦い」を避ける方針だ。

「私は部屋に戻るとしよう。半刻後、昼ひる餉げのついでに今後のことを改めて話しておこう」







　一陣の風が、頭上で柘榴の木の枝葉を揺らし、蒼刻の頭に朝あさ露つゆを落とした。手合わせの際にはほとんど存在すら忘れていた空を反射的に見上げ、その重たげな灰かい青せい色しよくに彼はわずかに眉をひそめた。雨の気配が一段と強くなってきている。

　視線を元に戻すと、順世の姿が彼の部屋に消えるところだった。扉が閉まる小さな音を確認してから、蒼刻はようやく肩の力を抜いた。

　天祥がねぎらいをこめて言う。

「緊張したかい？」

「初めての相手とやり合うときは、いつもそうです」

「では戦場での君は、最初から最後まで緊張とも戦っているのか」

「程よい緊張は集中力を高めて力を発はつ揮きさせてくれるものです。まあ、うちの外げ道どう兄貴とは何度やりあっても一瞬も油断できませんが」

「彼は特別だからね」

「…………」

　その言い方が少し気になった。──天祥は、劉りゆう戴たい青せいが異質な強さを持つ理由を知っているのだろうか？

　だが蒼刻が踏みこむより先に、天祥のほうが予想だにしない話へと水を向けてきた。

「君は朧月がいなくて寂さびしいし、離れているのがつらい」

「……そんなことない、って怒ったほうがいい場面ですかこれ？」

「顔を真っ赤にして？」

　子供みたいでいいかもしれないね、と天祥はあいまいに笑う。

「でも、彼女を死というものによってもぎとられたことはない」

「まあ……幽鬼みたいに肌が青白かったり目がどこか悲しそうだったり性格が薄暗かったりますが、あいつは一応ちゃんと生きてます」

「私の父上は二度、最愛の女性と『死』によって切り離された。……切り離されたというのは美化した表現だな。頭からつま先までぴったりくっついていた人生の伴はん侶りよを、死によって無理やり引き千ち切ぎられて喪うしなった」

「────」

　少し迷ったが、蒼刻はあいづちを挟まないことに決めた。今の天祥はそんなものを必要としていない気がしたのだ。

「その哀かなしみが訪れる前から、順世どのは父上の事実上の兄弟きようだいだった。だから父上は本当はこういう場に順世どのを使いたくはないんだよ。そんな本ほん音ねは当然だれにも打ち明けないが、だからこそ私くらいは配はい慮りよしたい」

「……つまり陛へい下かの御おん為ためにも、順世さまを絶対に死なせたり危険な目に遭わせないように護まもれということですか？」

　天祥はほろ苦い笑みを浮かべた。

「危険な目にはもちろん遭うに決まっている。我われ々われが交渉する相手はとにかく気が立っているし、十年分も溜ためこんだ怒りで半なかば自棄にもなってるはずだ。私は息子として、父上にもぎとられたり引き千切られる苦痛はできれば味わってほしくない」

　あ、と蒼刻はようやく気がついた。

　普段は公おおやけの場であろうとなかろうと父である皇帝を「陛下」と呼ぶ天祥が、先ほど話を切り出して以降はずっと「父上」と呼んでいる。

「わかりました」

　彼の非常に個人的な想いを託たくされているのだと察し、蒼刻は実直にうなずいた。

「俺の手が届く限り、必ず順世さまをお護りいたします」

　だというのに、天祥は複雑そうに目をすがめた。

「そうか。君は私をまったく責めないから逆に、ときどき参ってしまうね」

「？　何を責めろって言うんです」

「私は君がもともと強いが、君自身が思い入れのある相手を護るためにはさらに強さを見せることを知っていて、君と伯父上を引き合わせたんだ」

「ああ、なるほど……。その程度の打算なら俺は別に構いません。双そう璧へきのほうがもっとえげつないこともあるし、朧月だって結構したたかだ」

「……君は本当に」

　本当に、の後に続けようとした言葉は何だったのか。

　よくわからないが、天祥の温かい目を見るに、悪い言葉ではないと思われた。

「でも、なぜ俺に？」

「君は戦い以外では驚くほど勘かんがにぶいな。──こんなに私情をまる出しにした打ち明け話と頼みごとを、私は君以外のだれにできると思う？」

「走そう影えいとか」

「走影は私が最優先だ。よくも悪くも」

「……琳りん琳りんとか？」

「本気で言っているのなら怒るぞ？　蒼刻」

　蒼刻はちょっと目をそらした。

「すみません。俺は冗じよう談だんが下へ手たで」

「照れ隠しも下手だけど、悪気がないのは知ってる。で、頼めるかい？」

「はい」

　友人として、蒼刻は一も二もなく引き受けた。

　程なくして天祥の言葉が呪じゆ縛ばくとなって彼を苦しめることなど、思いもよらずに。
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　茶楼を出てルアンと共に幽ゆう鬼き院いんに戻ろうとしてすぐに、朧ろう月げつは市で星せい彩さいと出くわした。

　朧月が何も言わずに外出することなどない──そもそも彼女が自発的に外に出ることがありえない──ので、不測の事態が起こったのだと確信して飛んできたらしい。幽鬼なので文字通り、彼女は虚こ空くうを突っ切れる。

　歩きながら曹そう緋ひ鷹おうに連れ出された経けい緯いを説明すると、友人である幽鬼は、立ちくらみでも起こしたかのように額ひたいを押さえた。

「よく無事でしたね、朧月ちゃん……。何かされませんでした？」

「曹緋鷹、もう最悪に無礼者だよ。姫さまに抱きつくし！」

「あらまあ」

「お、落ち着いてルアン。星彩も呪のろわなくていい……いえ、別に緋鷹はこの際呪ってもいいけれど、今はとりあえず落ち着いて」

　すぐにも、雑ざつ踏とうに消えた緋鷹を捜しだして吊つるしてやりたいという厳しい表情になっている二人を、朧月はなんとか押し留めた。緋鷹が呪いで簞たん笥すの角に小指をぶつけようが毎日蚊かに刺されようが構わないが、今は相談したいことがあるので、星彩には冷静でいてもらいたいのだ。

「静せい心しん兄さまはお目覚めになったの？」

「さっき、ちょっと意識を取り戻されたご様子でしたね。よほどお疲れなのか、また気を喪ってしまわれたようですけど」

「……では、兄さまはなるべく起こさない方向性で、ひとつ相談をしてもいい？」

　そこで幽鬼院の正門の前にたどりついた。

　中に入り、執事の手によって門がきっちり閉ざされるのを見届けると、朧月は道すがらずっと考えていたことを口にした。

「こんなことがあった直後に言うのは気が引けるけれど……。少しの間、一人にしておいてもらえる？　試したいことがあるの」







　何かあったらこれを吹け、と絲し路ろから運ばれてきた工芸品である小さな笛を首から下げるのを条件に、朧月は一人になることを許された。

（まあ、緋鷹はここを去ったと思うけれど……。警戒するべきなのは、あの人だけではないものね）

　皇都で出逢った、黒髪に翡翠の瞳の少年が彼女の頭をよぎった。

　年単位で引きこもりを続けていたとはいえ、彼女は滴てき翠すい楼ろうにずっと閉じこもっていたわけではなく──異母兄あにに外に出ないのは構わないが健康的に引きこもれと言われたからでもあるが、邸内の家事を手伝うことは多かった。

　幽鬼院は、古風で典型的な四し合ごう院いんだ。

　黒こく烏う州刺史の一族はさほど家格は高くないものの、さすがに三・四世帯は楽に暮らせるくらいの建物と敷地を持っていた。一般的な四合院では中庭は一つだけだが、ここには四つもある。

　とある「探しもの」のために、朧月は柘榴の木が四よ隅すみに植えられた庭へと降りた。

　やはり名前をつけておくべきだっただろうかと思いながら、彼女は少し考えた後でこんなふうに呼びかけてみた。

「銀ぎん猫びようの君。──いるのでしょう？　出てきて」

　沈ちん黙もく。

　やはり自力で捜して捕ほ獲かくしないと駄だ目めだろうかと弱気になりかけた矢先に、視界の隅で何かが動いた。

「…………」

　鳴きもせず、そして忽こつ然ぜんと、銀毛の猫はいつのまにか塀へいの上に現れていた。すとんと庭の芝しば生ふに降りてくる。

　猫はそのまま彼女の前までやって来た。

「あなたは──……ッ」

　朧月が何か言おうとしたとき、猫は不意に生しようじた煙けむりのようなものに包まれた。

　彼女は本能的に一瞬だけ息を止めた。だが次の瞬間には、すべてが済んでいた。

（人……いえ、猫……？）

　茫ぼう然ぜんとして瞬まばたきを繰り返す。

　一瞬前まで猫のいた場所に、今は白銀の髪が肩に靄もやのようにかかる佳か人じんが現れている。

　人ではないモノだと想定はしていたが、衝しよう撃げきを受けた。

　雪の中で咲いた白い花を思わせる、透明感としなやかさが共存した美しい容姿は、男性とも女性とも判断がつかない。その両方の色香を持っている。

　だが、その完かん璧ぺきな左右対称の美び貌ぼうをよく見ようと視線をそそいだとき、朧月は異質なものに気がついた。

　相手の銀髪の流れの中には、猫とそっくりの三角耳があった。人間の耳はおそらくない。
















「公主殿下。あなたを欺あざむきつづけるのは本意ではありませんでした」

　と。

　けものの特徴を一部に持つ佳人は言った。声もまた中性的な印象が強い。

　首の後ろへと手をやると、外がい套とうの雨よけのために頭にかぶる部分を引っ張って、三角耳をさりげなく隠す。異い形ぎように驚く相手を落ち着かせるのに、そうする必要に迫せまられて何度も繰り返してきたと思われる仕草だ。どこか優雅にすら見える。

　目が合うと佳人は微笑んだが、人なつっこいとは言いがたい複雑な笑顔だった。

「あれは……出過ぎた真似でした」

「？」

「あなたはやはり現世うつしよの住人です。私も螢けい火かのように、あなたとは一定の距離を置いていたつもりでした」

「……あなたは螢火の知り合いなのですか？」

「同じ冥めい府ふの住人です。より正確には一位冥めい官かん。冥府と現世の間で生じた問題を解決するのが、私たちの役目でした。……公主殿下はこれまでに何度も、彷徨さまよう幽鬼を冥府へと導いて差し上げたかと思いますが、それは本来私たちが担になうべきことなのです」

　全身の神経を張り詰めるようにして聞いていた朧月は、銀砂の言葉の裏側にいろいろな含みがあるのを察した。

「担うべきなのに……そうできない事情があったのですか？」

「はい。簡単に言うと、ここ何年もの間、冥界は乱れています。新たなる冥めい皇こう上じよう帝ていとなるはずだった『冥界公主』が行方知れずとなった後、次の順位の継承権を持つ双ふた子ごの皇子が争っている状態です」

　朧月は思わず絶句して、こめかみを指先で押さえた。

　神しん華か国の皇族兄弟きようだい──華か天てん狼ろうと天てん祥しようは仲がよすぎるほどで、本人たちに継承権を争う気など微み塵じんもないため、宮廷は比較的平和だと言われている。そんな恵まれた世の中なのに死後の世界のほうで骨肉の争いをしているとは。

（……しかも、冥界の事情に現世が巻きこまれているのは間違いなさそうだわ。銀砂がいたたまれなさそうにしているし）

　自分に双界の瞳がなければ、こんな話を一気に聞かされても、違う世界の話としか思えず困こん惑わくしただけだったと思う。

　だが朧月は、冥府に行かず地上に留まる幽鬼たちを無数に見てきたのだ。彼らが集まればそれは一つの国にもなるだろう。統治する者も存在するだろう。

（あ。……お師しさまが一度は冥府に降りたはずなのに、現世に舞い戻ってきたのも、そのあたりの事情なのかしら）

　本人に再会したら訊きかなくては、と頭の片隅に書き留めて、朧月は銀砂との会話に意識を引き戻した。

「双子の皇子というのは、もしかして──」

「一人は、劫ごうさま。あなたに一度接触した、黒髪に翡翠の瞳の御方です」

「……銀砂はもう一人の皇子の陣営なのですか？」

「はい。そのせいで、あなたの夢ゆめ枕まくらに立っていたようなものです」

　うなずく銀砂。

　縁えんの下に置いてあったちょうどいい大きさの石に、朧月は腰を下ろした。雨あめ霰あられとそそがれる新たな情報を頭に詰めこんでいく。

「銀砂……さっきあなたが『冥界公主』と呼んだのはもちろん、わたしではない別の人のことですよね？」

「はい。玲れい月げつさま、というお名前でした」

　その名を耳にした刹せつ那な、朧月の頭の片隅でだれかが呼ぶ声を聞いた。

　──『玲月』

　亡き母の声だと本能でわかる。親愛をこめた響ひびき。

「わたしの母は生前……その玲月さまと交流があったのですね？」

「……私たち冥府の住人にとって非常に予想外のなりゆきでしたが、そのとおりです」

　なるほど。最近幻げん視ししていた光景の謎が解けたことに、少しだけほっと息をつく。

　玲月の身に何が起こり、母・月げつ娘じようと出逢ったのかは気になるが──

「銀砂。あなたまでわたしを冥界公主と呼ぶのは、わたしの中にその玲月さまの力か何かが宿っているせいでしょう？」

「おおまかに言えば、そのとおりです」

「多分わたしは……その片へん鱗りんは今も使えるようになりつつあるとは思うの」

　そう前置きして、朧月はなぜ銀砂を本格的に捜そうとしたのかを一から説明した。

　今は、冥界事情よりも面倒な問題が先だ。

「緋鷹さまや劫を……」

　どうしたいのか、と考えて真っ先に浮かんだ単語が「叩きのめす」であったことに朧月は我がことながら苦笑いになった。蒼刻の影響を受けすぎである。

　異母兄あにがされたことを思えば、鉄てつ拳けん制裁くらいでは足りないが。

「彼らが企たくらんでいることを止めたいんです。計画の邪魔者になりたい。できるだけ鬱うつ陶とうしい邪魔者に。……あの人たちはどうやらわたしを殺すのは避けたいようだから、そこを逆手にとって」

　手こずらせて時間を稼かせぐ。それだけでも。

「そうしたら、彼らがわたしをどうにかしようとしている隙に、蒼刻さんたちが計画自体を阻そ止しする芽が出てくるかもしれないから」
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　さらさらという雨音が金きん陵りよう城じよう市しを包んでいる。

　退たい役えき武官と呼ぶのもためらう、神しん華か国の闇やみを体現するような悪あく霊りようじみた男、胡こ時じ雷らい。彼の声で集められた叛はん乱らん軍ぐんは、城市の外にあった無人の古城をひそかに改築して武器や食料を持ちこみ、拠きよ点てんとしているそうだ。

「峰ほう桜おう。おまえはどうする」

「どう、とは？」

　金陵城市の居住者をぐるりと取り巻いて守る防衛長城の物見塔に、蒼そう刻こくは先ほど峰桜を伴ともなって登った。雨で視界はひどく悪いが、遠目でしかもぼやけていても一度は敵地の様子を見ておきたかったのだ。

　建物の張り出した部分のおかげで濡ぬれずに済む場所を選んで歩く。拠きよ点てんの寺院はすぐ近くなので、いったん脱いだ雨よけの外がい套とうを改めて広げるのは面倒だった。

「敵地を偵察するのが多分俺の仕事だが、おまえには基本的に無関係だから一応聞いた」

「同行してもいいのなら、補佐をしよう。君が私といては集中できない、邪魔だというのならここに留とどまる」

「絡からみづらい言い方だな、おい」

　こちらに特別な興味はなさそうだが、つかず離れずの距離を保たもってついてきてはいる黒くろ髪かみの幽ゆう鬼きを見やる。幽鬼は雨に濡れることはないが、冷たい霊れい気きをまとった理知的な横顔には雨がよく似合っていた。

「──あれから、螢けい火かは見つかったか？」

「見つかったなら君に報告している」

「あんたは会話を続ける努力をもうちょっとしろよ」

　一瞬で話が終わってしまう。

　よく無ぶ愛あい想そうが過ぎると言われる蒼刻でさえ困らせるほど、この男は身も蓋ふたもない。

　別におもねってほしいわけではないが、どうなのか。と朧ろう月げつにぼやいたこともあるが、彼女は「あれでいてお師しさまは意外と親切な方なのです」となだめるように言っていた。自己評価は限りなく低いくせに、他人には妙みように甘いのだ。

「君は──」

　峰桜が口を開いた。会話をしろと言ったのに配慮してきたのかと、蒼刻は少しばかり意外な想いで幽鬼を振り返る。

「──君たちは、と言うべきか。朧月も君も、私が現世うつしよに舞い戻った理由を問わないな」

「どうしたんだよ突然」

「以前からずっと考えてはいたことだが悪いか」

「悪いとは言ってないだろ。あんたは厄やつ介かいな業ごうを背負わされた弟二人を遺のこしてたし、未練の一つや二つあっても不思議じゃないというか、むしろそのほうが人間味を感じるとすら思ってたしな。でもその口ぶりじゃ、実は何か事情や秘密があるのか？」

　黒くろ髪かみの幽鬼は一瞬視線を落とした。

「冥めい界かいに行ったことはあるか」

「真顔で何なんだその素すっ頓とん狂きような質問は。普通の人間は死んだ経験とかないぞ」

「冗談だ」

「わかりづれえ……」

　半はん眼がんでぼやく蒼刻をよそに、峰桜は淡たん々たんと続けた。

「私は冥府の入り口まで行った。そこから、まあいろいろと無理をしつつ現世に戻ってきたのだが……。簡単に言うと冥界の様子は普通ではなかった。私はこれは現世にも影響が出るのではないかと考え──」

　普段よりも歯切れの悪い口く調ちようだ。

　自じ嘲ちよう的てきな笑みが、理知を感じさせる彼の横顔に宿ると、奇妙に儚はかなげに見えた。

「だから私がこの世に舞い戻ってきたのは──……所詮は、未練だな。私ごときの力では何かを変えることはできないかもしれないが、それでも年長者として君たちに何かできるのではないかと信じたかった」

「……そうか」

「笑え」

「笑うところじゃないだろ。冥府がえらいことになってるんだろう？　まあ、あんたが俺の予想以上に普通にいいやつで驚いてはいるが」

「その驚き方も失礼だな」

「あんたの努力を笑うよりはマシじゃないか」

　ふん、と鼻先で笑うような反応を見せた後は、峰桜は口をきこうとはしなかった。

　相手がどういう気持ちでいるのかはわからないが、蒼刻のほうは多少なりともすっきりした気分で寺院へと続く濡れた石いし畳だたみの路みちを歩いて行く。

　そして、やはり仕事に入る前に一度、朧月に連絡をとろうと決めた。
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　朧ろう月げつがその部屋に入るのは、久しぶりのことだった。

　彼女の後についてきた銀ぎん砂さはどこまでも遠えん慮りよがちに、窓掛けが閉ざされているせいで薄暗く灰色がかった室内に視線を送る。

「ここが、公こう主しゆ殿でん下かの母君のお部屋ですか？」

「わたしを産んだのも、亡なくなったのも、あの寝しん台だいの上でのことだそうです。どちらもだいぶ昔の話ですけれど」

　小さくうなずいてみせ、朧月は記憶をたどるように室内をめぐった。

　ここに来ると、悲しみも喪そう失しつ感かんも消えることはない、ただ自分の中で折り合いがつくかもしれないだけだと意識させられる。

　亡くなった父の記憶がもっとも強く残るのは刺し史しの執しつ務む室しつだが、そこには異母兄あにの姿がなじんで久しいため、部屋に入るだけで過去の記憶にばかり囚とらわれてしまうことはない。だがここは朧月にとって、亡き母の記憶だけが刻きざまれた場所だ。

　壁かべ際ぎわに置かれた書しよ棚だなの前に立つ。

「ここにおさめられた書物は、母の遺い品ひんです。母は病弱で、本を読むことで旅をした気分になれるのが好きだったようでした」

「あなたも読まれたのですか？」

「三段目までは」

　ここだと書棚を指さして、朧月は銀砂に微笑ほほえんでみせた。

　四段ある書棚のうちの、上から三段目まで並べられた本はすべて読んだ。

　残りの本には、まだ手を伸ばせずにいる。すべて読み終えてしまったら、母の残り香が完全に消えてしまうような気がして。

「母は身体からだがあまり強くなかったから、寝台で休む姿を見ることが多くて……父は仕事の合間によく顔を見せてくれました」

「だからここは、執務室にやけに近いのですね」

「ええ。本当ならわたしの部屋である滴てき翠すい楼ろうが、代々の刺史の妻の居場所です」

　ほんの数日前にもルアンが掃そう除じをしてくれたのだろうと彼女は察した。朧月が掃除を手伝ったのは、ひと月以上は前のことだ。

　寝台もきれいなものだ。今すぐにでも来客を迎えられるほどに。

「銀砂」

　なめらかな敷しき布ふにふれながら、朧月は振り返った。

「あなたがさっき言っていた……おそらく、わたしの母の『死』に近い場所はここだと思います」

　後に父が事故で亡くなったのは、城市の外での出来事だ。

　それもまた別の意味で、どれだけ時間を置いても精神にこたえる記憶だ。ある日突然、完全に取り返しようもなく手の届かない場所で父が消えてしまった。死の間際だと意識して会話をすることさえできずに。

「ここから、どうしたらいいんですか？」

「そうですね──」

　銀砂は慰なぐさめの類たぐいのことは一切口にせず、だがどこか温かな声こわ音ねで話を進めた。

　その事務的一歩手前の控えめな物腰は、今の朧月とは相性がよい気がした。

「寝台の近くへいらしてください。おつらいのなら無理にとは言いませんが」

「……やります。そのためにあなたを捜したのだから」

　つらくないとは言わず、朧月は亡き母の寝台に近づいていった。それだけで母の記憶が次々と甦よみがえる。

　青白くさえ感じるほど白い腕うでが後ろに伸びて、長い黒髪をそっと支ささえながら、花をかたどる髪飾りの位置を直す。時には雲の形に結ゆった髷まげから簪かんざし類を次々に抜きつづけ、櫛くしの痕あともなく流れる髪を見せた。幼おさない頃の朧月は、母がそうするのを見るのが好きだった。

　──『どうしたの？　朧月』

　そう言ってやさしく顔をほころばせる母の姿は、いつでもあざやかに思い描えがける。

　なのに今一瞬だけ息が止まったのは、母の声がはっきりと──まるで目の前にまだ彼女がいるかのように聞こえたせいだ。幻げん聴ちようにしては生なま々なましい。

「公主殿下」

　寝台の頭の部分へと手を伸ばした。埃ほこりは、あまりない。

「やはりここは、冥めい界かい公主としてのあなたを覚かく醒せいさせるには最適な場のようです」

「そういえば疑問なのです……わたしではなく玲れい月げつさまという方が冥界公主で、彼女の異能の影響が母からわたしに引き継がれただけなら、わたしを公主殿下と呼ぶ必要はないと思うのですが」

「玲月さまはこの世にはもうおりません」

「え」

　すっかり母の友人にまつわる冥界事情に巻きこまれた第三者の顔になっていた朧月は、急な話に息をのむ。

「ここからは私が集めた情報と、螢けい火かの推測を交えた話になりますが……。玲月さまは劫の手で滅ほろぼされかけたようです」

「滅び？」

「魂こん魄ぱくの消しよう滅めつ、ということです」

「……劫という人は、どうしてそんなことを？」

「玲月さまは新たな冥皇上帝に即位するあたって、双子の皇子のどちらをかを伴はん侶りよとするよう周囲から勧められていました。玲月さまにとっては二人とも、仲のよいいとこだったのですが……劫さまにとっては違いました。劫さまは自らが皇位につこうとして、二人を排除しようとしました」

「……」

「玲月さまは追手を振り払うべく冥府から現世へと逃れた際に、あなたの御母上──月げつ娘じようさまと出逢った。月娘さまは生来病弱で死に近い存在でしたから、冥府の住人である玲月さまに惹ひかれる部分があったのかもしれません。そして玲月さまにとっては、彼女を冥界公主として扱わない貴重な存在でした」

　孤独な皇族と、病弱な娘。何か切ない物語が始まりそうな気がした。

「そして二人は……仲よくなった？」

「影と形のような友人に」

　銀砂の静かな声。

「詳しい事情やお二人の気持ちはわかりませんが──玲月さまは冥府に戻ることをあきらめて、自みずからの魂魄を捧げて月娘さまの身体からだを癒いやし、彼女が生き永ながらえて子を産めるくらい丈じよう夫ぶにしたことは確実でしょう。そうして生まれたあなたには、玲月さまの御力がすべて継けい承しようされていた」

「……冥界公主と呼ばれる方が魂魄を捧ささげてくださったのに、母があまり長生きできなかったのが、何か寂さびしい気もするわ」

「あなたが引け目を感じる必要はありません。生きとし生けるものの命数を変えることは基本的に禁じられています。玲月さまの御力をもってしても禁きん忌きを犯おかし、理を捻ねじ曲げるのは難しいことでした。もし玲月さまが生も死も思うがままに操れるのなら、あの御方の苦悩の半分は軽減されていたかもしれない」

「──やさしい方だったのですね」

　率直な感想だった。

　母の過去に想いを馳せたいところだったが、彼女の頭の片隅には緋ひ鷹おうの目がちらついている。こうしている間にもあの男は何をしていることか。

「銀砂。性急で申し訳ないのですけれど、……わたしも玲月さまが冥界でそうなさっていたように力を使えたりはしませんか？　少々、厄やつ介かいな事態だから、使えるものはなんでも使いたいの」

「そうですね──」

　銀砂はふと頰ほおをゆるませた。

　獣けものの温もりを感じさせる三角耳を除けば、どこか作り物めいた美び貌ぼうの銀砂が初めて見せる表情に、朧月は思わず吞まれたように動きを止めた。これは銀砂が男性だろうと女性だろうと、どきりとさせられる。

「公主殿下。意識して何かをしようとするのは間違いかもしれません」

「……へ？」

「あなたは歩くときに、いちいち『右足をこうして動かしたら次は左足を……』と考える必要はありませんよね？」

「むしろ、いちいち考えたら……逆に転んでしまいそうね」

「そうでしょう。あなたはおそらく玲月さまの御力をそのまま受け継いでおられるのですから、理屈ではなく『自分にはそれができる』と信じることのほうが大事なのかもしれません。幻げん生せい霊れい官かんもあなたなら使役できます」

「幻生……？」

「幻身のさらに強化された上位存在です。劫さまも連れてこられているようですよ」

「連れてきて、彼は何をするつもり？」

「おそらくは神華国に戦乱を巻き起こすつもりかと」

「!?」

　予想以上にとんでもない内容を告げられて、手持ちぶさたに寝台の周りをうろうろしていた朧月は絨じゆう毯たんにつま先を引っかけて転びそうになる。幸い寝台に手をついたので床に倒れこむのは避けられた。

「銀砂、それはどういうことなんですか」

「おそらく公主殿下の御母上の話以上に長くなりますが……よろしいですか？」

　よろしいに決まっていると首しゆ肯こうすると、銀砂は穏やかな口調を維持したまま、穏やかさには程遠い冥界の事情を打ち明けた。途中からは寝台に二人で腰を下ろした。

　聞き終えるまで朧月は、ただ座っているのではなく絶たえず銀砂の表情を観察していた。

　他人から見られるのが苦手そうなところには親近感を抱いだいてしまったし、猫であった頃の銀砂は確かに彼女を見守っていたように思えるので信じたくなってしまうが、無防備にはまだなれない。

「──私と私のあるじが調べた限り、劫さまの計画はおそらくそういうことです。曹そう緋鷹の理由は、少々信じがたい精神構造ですが……劫さまの計画に興味を抱いて協力しているものと思われます」

「螢火やあなたはそれを止めにきたのですか？」

「螢火は最初からそうでしょう。あなたの存在を隠し、あなたが冥界の戦乱に巻きこまれることを避けようとした。──わたしは……実は劫さまと対立する、双子の兄のほうの皇子殿下に仕えている身の上なので、いくらか打算があります」

「わたしを、そちらの殿下の味方にしようと？」

「……お恥ずかしながら。ただ、今は公主殿下個人も気がかりです」

「……わたしが？」

「猫の姿のときにあなたの近くに侍はべっていて、感じました。あなたは本来、戦いくさなどとは無縁でいるべき方です。玲月さまも本当はきっとそうでした」

　銀砂の双そう眸ぼうの奥に、雨に濡れたような輝きが見える。が、よく観ようと顔をのぞきこもうとしたら、反射的な仕草でうつむかれてしまった。芝居とは思えぬ申し訳なさそうな表情に、朧月はこの人は噓うそが苦手そうだと判断する。

（冥界事情が事実なら、少なくとも銀砂はわたしの敵に回ることはない）

　敵は意外と陣じん容ようが整っていそうだ。冥府を総べる一族として魂魄を操る力を持つ弟皇子と彼の選よりすぐりの配下、そして現世で組織だった力を持つ緋鷹。

　寝台の敷しき布ふにふれ、今ここで冥界公主の力を得ても、それだけで対抗するのはやはり難しいと理解する。朧月は銀砂をちらりと見た。

「あなたの仕える皇子殿下──つまり劫の双子の兄のほうは、名をなんと仰るの？」

　銀砂は視線をつかのま泳がせた。

「戒かいさまです」

「……戒」

　その人はあなたにわたしを見張らせて、今何をしているのか、と問おうとしたときだ。

　おもむろに扉が叩かれた音で振り返ると、意外と律りち儀ぎな星せい彩さいがそこにいた。

「そろそろ大丈夫そうかなって、あたしとしては空気読んで来てみたつもりなんすけど。どうです？」

「大丈夫よ。それなりに……いえ、思った以上に成果はあったわ」

「ならよかった」

　華はなやかで艶あでやかな美び貌ぼうに、温かな笑みが浮かぶ。銀砂にはまだ身構えているらしく、朧月にだけ包容力のある笑顔が向けられた。

「もう一つ朗ろう報ほうですよ。刺史さんが、お話しできるようになりました」
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　さすがに邸やしきの住人の輪には入りづらいと銀ぎん砂さが言い、その気持ちは非常によくわかるので滴てき翠すい楼ろうで待っていてもらうことにして、朧月は異母兄あにの寝室へと急いだ。が。

「──ですからまだ起きたら駄目ですと何度言わせるんですか。中和剤が効いてきただけなんだから、数日は安静にしていないと」

「うるさい。背中も痛いし私は寝るのに飽あきた。どうしてもここにいてほしければ仕事と筆と硯すずりを持ってこい」

「……刺史さま使用人脅おどしてどうすんの」

　言い含める執しつ事じの声と、主張する異母兄の声、そしてルアンのあきれたようなぼやき。

　この邸にあるべき音を久しぶりに聞いた気がして、朧月は星せい彩さいを連れて喜び勇いさんで部屋に飛びこんだ。

「静心兄さま……！」

　まだ寝間着姿だがともかく起き上がっている異母兄を見た後は言葉にならず、室内に人が多いせいかやや照れたように両腕を広げた兄へと、朧月ははばからずに抱きついた。

「心配をかけたな」

「……はい」

　胸がいっぱいでなんと答えていいかわからず、ただ涙だけはこらえてうなずく。

　朧月の髪を撫なぜながら、静心はしみじみと言った。

「だが、強くなった。……そなたには昔から少なからず救われていたが、こうして直接助けられることになるとはな」

　寂さびしい気もうれしい気もする、と。

　寄り添っていた朧月にだけ聞こえる声で告げて、静せい心しんも異母妹いもうとをぎゅっと抱き締めた。
















　よかった。が、長く浸ひたっていることは許されないのだと自分に言い聞かせる。

「……静心兄さま」

「なんだ」

「お話、できますか？」

「無論だ。私に何があったかが聞きたいのだろう？　私もそなたの話が聞きたい」

　一つしかない寝台の周りにあちこちから椅い子すが運ばれ、ついでに近くにある敷物の上には白びやつ虎こが座り、先ほどまでは静けさを保つよう細心の注意が払われていた室内は、一気に午後の茶会のような雰ふん囲い気きになる。

　目覚めたばかりなので白さ湯ゆのみを口にしながら、異母妹のまとめて話すと盛りだくさんな報告を聞き終えた静心は、神しん妙みようそうに眉み間けんを狭せばめた。

「私はただそなたを翻ほん弄ろうするための緋ひ鷹おうに人質にされたわけではない。やつに連れ回されている間、何度も尋じん問もんを受けた」

「尋問？」

「以前より私がどこまで事情を摑つかんでいるか探さぐっていたのに、襤ぼ褸ろらしい襤褸を出さないものだから焦じれたのかもしれないな。──私は西の山を縫ぬう絲し路ろを行き来する旅商人の一部から、謎なぞの《薬草畑》の噂うわさを聞き、地道に調べていたのだ」

　思わず朧月は星彩と顔を見合わせてしまった。

「……普通の薬香草を育てていたわけではなさそうですね」

「無論だ。育てられていたのは阿あ片へんだぞ」

「う」

　というのは朧月のみならず、静心以外のほぼ全員が言葉に詰まった音だった。

　神しん華か国では阿あ芙ふ蓉ようとも呼ばれるその薬は、密貿易が絶たえないことで特に西部の州を悩ませているのだ。

「私はあの男を殴なぐり倒してやろうとしたが、逆に薬を飲まされて前後不覚にさせられた。後はそなたたちが救ってくれるまで意識はなかった」

「……兄さまは緋鷹を、止めようとなさったのですね？」

「友人ではないが、それくらいはしてやる義理があると思ってな。だが、あの男は──」

　複雑そうに舌打ちした後で、静心は首を左右に振った。

「まあ、いい。次に逢った時は私の異母妹に不ふ埒らちな真ま似ねをした罪で殺す」

「そ……それでは蒼そう刻こくさんも殺してしまうのですか？　兄さま」

「劉りゆう蒼刻はずいぶん昔から私の標的だがどうかしたか。というより、そなたはすでにあやつに不埒な真似をされているのか？」

「いえいえそんな、滅めつ相そうもない……！」

　蒼刻の生命のために朧月はそれはもう必死で首を振った。

「ならいい。緋鷹は、そなたと劉蒼刻が一緒に行動するのを邪魔している。ならば逆に、その計画を邪魔してやりたいのだからな」

「わたしが蒼刻さんと合流したら……。手ごわい敵になると？」

「少なくとも敵はそう考えている。根拠がそなたたちが無む駄だに仲がいいという一点以外にもありそうだがな」

　仲が悪いとは言わないが実の兄にそう言われると何か気恥ずかしい。

　結局寝台に座ることで妥だ協きようしている静心は、夜着の帯を直しながら考えこむ。

「囲いを中から破るのが難しいときは、囲いの外から働きかけるのが基本だな」

「……外部から援軍を呼ぶ、ということですか？」

「そういうことだ」

　静心の言葉を吟ぎん味みするかのように一度うなずき、この中では唯ゆい一いつの客人である劉家の藍らん志しが首筋に手をあてた。

「曹緋鷹の出した条件では、僕の存在が完全に見逃されている気がします。まあ単純に、僕がここにいるのはさすがに想定外なんでしょうけれど、僕にも何かできませんか。朧月さんがここにいるように偽ぎ装そうするとか」

「偽装がバレたときの対抗策を用意しておく」

　長い黒髪に指を入れ、そのあいまいな姿勢のまま朧月は考えこむ。先ほどの銀砂の言葉が頭に浮かんでいた。幻げん身しんと幻げん生せい霊れい官かん。

「戦力は……戦力だけなら、どうにかならないことはないかもしれません」

　そうつぶやいたとき、人数分のお茶のお代わりを用意しに厨ちゆう房ぼうに行っていたルアンが、微妙な表情をして戻ってきた。

「姫さま、ちょっといい？」

「ルアン？」

　だれが相手でもどこかしら堂々として生意気な少年がめずらしく、困惑をあわらにしているのに、彼女は一度ゆっくりと瞬まばたきをした。

　それは意外な来客の報しらせだった。
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　料理では目分量だけで非常においしいものを作るルアンが、こればかりは直感的に判断できなかったのがわかるという「意外な来客」だった。

「久しぶり。俺のお守りを拾ってくれたんだってな？　その節はどうも」

「……いえ」

　わたしの人見知りが激しすぎたせいで早く渡しにいけなかっただけです、申し訳ございませんでした。などという普段の朧ろう月げつなら必要以上にすんなり口から出てくる謝罪の言葉が喉に詰まったのは、相手に対して困惑と警けい戒かいが強すぎるせいだ。

　曹そう朱しゆう義ぎ。

　旅たび装しよう束ぞくである外がい套とうを脱げもしない場所、つまり正門のすぐ内側で彼は待たされていた。

　通常ならとんでもなく無礼な対応だが、朱義はそういう疑いに満ちた扱いをされる心あたりや何か後ろめたさがあるらしく、一切不満げな様子は見せていない。

　白虎を護ご衛えいのように──というより実際に護まもってもらっているのだが──伴ともなってきた朧月を見ても、朱義は特に表情を変えなかった。

（蒼そう刻こくさんと違って、わたしはあまりこの方と深く関わったことがないけれど……）

　以前に逢ったときの印象より、物もの憂うげに見える。

　門もん柱ちゆうにもたれるのをやめ、まっすぐに立った朱義は、彼女を見下ろすと笑顔を作った。

「よう。引きこもり公主」

「……お久しぶりです」

　彼が無理をして「作った」のが即座にわかってしまったので、朧月の返答はいささか歯切れの悪いものになる。もっとも彼女は常つねに物言いがしゃんとしない性しよう分ぶんなのだが。

　朱義はふっと視線を彼女から外はずした。彼の兄と比べると当然だが幼おさなく、だが独特の切れ味を宿した顔には、もう笑えみがなくなっている。

「やめた」

「？」

「腹芸だ。苦手だし、そんなことしてる場合でもねえし」

　やはり、緋ひ鷹おうと同じ両親から生まれたというのが信じられない青年だ。

（どちらかというと──）

　脳のう裡りをよぎったのは、銀ぎん髪ぱつ眼がん帯たいのあの人である。

　が、青年武官たちが互いに対抗意識を持っていることを知っていたので、朧月は口には出さずにおいた。

　朱義は彼女を見た。

「やっぱり俺の兄はここに来たのか？」

「あなたは、……緋鷹さまを捜しに来られたのですか？」

　傍かたわらの白虎の存在を意識しながら、朧月はまだ慎しん重ちように答えた。

　質問に質問で返すのは、もちろん失礼なことだ。しかしこの状況で緋鷹の実じつ弟ていに対して無防備になるのは難しい。

　蒼刻に負けず劣おとらず鋭えい利りな印象の目元に、すっきりしない感情の陰をただよわせながら朱義はため息をついた。

「うちのは『今の時代は友人がいなくても死にはしないから最高だ』とか平気でのたまうような兄だが、あんたの異母兄あにと茶飲み友達の半歩手前の付き合いだというのは知ってるんだ。あんたにも興味を持っていたようだが」

「…………」

「さっきの俺の質問には『はい』か『いいえ』を選ぶだけでいいのに、あんたが答えようとしないのは、少なくとも俺の兄がここに来たのは事実だからだろう？　そのときの様子とか会話の内容とか、なんでもいい。知ってることがあれば話してくれ」

　彼の声には、必死さがあった。

「あなたは緋鷹さまがどこにいるのか、手がかりすらつかんでおられないのですか？」

「居場所を知ってるんなら、こんなところに突っ立って劉りゆう蒼そう刻こくの恋人なんかと雑談してねえよ。一番早い馬を駆かって捜して……まずは渾こん身しんの右でぶん殴なぐってからだが、山ほど問い詰めたいことがある」

「…………」

　白虎のまなざしを感じた。彼の沈ちん黙もくの意味を、朧月は正しく理解する。

　朱義は噓うそだけはついていない。そういうことだ。

「朱義さま」

　それでも油断はせず、朧月は相手を見み据すえて言った。

「お察しのとおり、緋鷹さまはここに姿を見せました」

「それで──何をした？」

「わたしに、この邸やしきから七日は出ないように要求しました。出ようものなら、わたしの身内やこの城市に住む皆さんの命が無む惨ざんに喪うしなわれるだろうという警告を添えて。その後にどこに行ったのかは……わかりません」

「そうか」

　何か内側からこみあげる苦痛に耐たえるかのように硬かたい表情で口を閉ざした後で、朱義は懐ふところから折りたたまれた紙を取り出した。

「兄からの手紙だ」

「……朱義さま宛あてのものですか？」

　意外な想いとともに、朧月は受けとった。

「ああ。手紙というよりも書置きとか指さし図ず書しよと言ったほうが近いかもな。曹そう家当主を代行している親しん戚せきに、この手紙を読んだらすぐに自分を勘かん当どうして曹家から永久追放するよう命じている。俺にはもし状況が落ち着いたなら家の者を守ってやれと言って、兄がひそかに作った貯ちよ蓄ちくを譲ゆずってる。自分の勝手を許せとは言わないが、悪いことをしたとは思っているそうだ」

　実際に読んでみると、彼が早口に説明したとおりの内容だった。

　無表情で整然とした文字で書かれた文面は、ほとんど遺ゆい言ごん書しよを思わせる身辺整理の仕方だが、箇か条じよう書がきの一歩手前というような淡たん白ぱくさは遺言らしくない。

　戸惑う彼女の前に、朱義がおもむろにひざまずいた。

　彼女は動揺して自分の足につまずき後ろに転びそうになった。白虎が察してそつなく背を支えてくれなかったら、実際しりもちをついていたかもしれない。

「しゅ、朱義さま？」

「うちの兄があんたの大事な存在を人質にとった件に関しては、俺にまかせてくれ。絶対にそうはさせない」

　こちらをまっすぐに見据えて告げる青年は、いつもより大人おとなびて見える。

　彼女はちょっと考えた。

「……どうやって、ですか？」

「無理じゃないか？　って顔に書くなよ」

「！　あ、あの……別に朱義さまを信用していないわけではなく、緋鷹さまたちの存在がそれだけわたしの心に重くのしかかっているということで──」

「だろうと思った。俺は多分あんたが想像しているよりは、あの兄のことを理解しているし理解したいとずっと思ってきたんだ。信じてくれないか」

「……本当によろしいのですか？」

「よろしいとも」

　朱義は乾いた笑い声を上げた。

「あの兄は、国を引っくり返そうって計画に加か担たんした……どころか中心人物だ。いくら曹家が由ゆい緒しよと資産のある家柄といっても、厳しい処罰はまぬかれない。お取り潰つぶしで済めば御おんの字だな、百年前なら一族郎ろう党とう皆殺しだ。ならこの場で命くらい賭かける」

　その潔いさぎよさは彼女の胸を打った。思わずため息がこぼれる。

「朱義さまは、蒼刻さんとは似た者同士ですね」

　沈黙。……凍こおる空気に、朧月はあっしまったと笑顔のまま硬直した。

　失言に青くなる娘を見下ろして、朱義は妙にしみじみと言う。

「だとしたら、俺はちょっとあいつが羨ましいかもな」

「……身内に恵まれているからですか？」

「違う。……やっぱ別に羨ましくはねえか」

「？」

「忘れろ。それより、あんたはこれからどうしたい？」
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　神しん廟びようの周りにはあらかじめ決めておいた境界線を保って、叛はん乱らん軍ぐんと正規軍──あるいは旧国軍派の残ざん党とうと、生まれ変わって数年国軍とがそれぞれ控えている。建物内部にも双方の代表の護ご衛えい。敵味方がかなりの近さで顔を突き合わせている状態の中で情報収集しておけと言うのだから、天てん祥しようもなかなかの鬼である。

「走そう影えいあんたはどっち行く？」

「迷まよったときは左を選べと言いますから、左にしますか。たしか劉りゆう家のあなたの子こ飼がいの情報屋もこのあたりを探さぐっている予定でしょう？　なら殿でん下かのお守りから解放された私が少しくらいだらしなくしててもバレませんかね」

「バレると思う」

「知ってますよ。言ってみただけです」

　走影は本来の彼らしい隠おん密みつ行動を地味に満まん喫きつしているようにも見えるが、蒼そう刻こくはできないことではないとはいえ、慣れない仕事なので緊張がある。

「そんじゃ万ばん里り、あんたが捕つかまっても他人のふりしまくるから捕まるなよ」

「何か俺には薄情すぎねーか少年」

　いつもの調子で万里と別れ、幽ゆう鬼きである峰ほう桜おうのみを連れて、増築に増築を重ねて五階建てにもなった結果、やけに入り組んだ造りとなっている神しん廟びようの内部を探ることになった。国軍側の兵士も協力はしてくれるので、孤こ立りつ無む援えんでないのは幸いだ。

（天祥さまたちは大丈夫かな）

　叛乱軍の兵士の目を盗んでこそこそと移動しながら、ちらと窓の外を振り仰あおぐ。

　太陽の傾きからしてもうじき交渉が始まる時間だ。三階にある、この廟内ではもっとも内装が整えられた一室で、天祥と順じゆん世せいは、胡こ時じ雷らいとその側近に対面する──

　と。

　蒼刻の鼻がそのにおいを捉とらえた。反射的に視線を鋭するどくして、においの元をたどる。厨ちゆう房ぼうではなさそうだ。

　異様な雰ふん囲い気きに気づいて「どうした？」と問いかけてくる峰桜には目配せだけし、蒼刻は叛乱軍側の控室であるはずの部屋に近づいていく。不自然に人ひと気けがない気がしたが、彼の疑問は部屋の扉を開けたとたんに解決した。

　見ればわかることなのに蒼そう刻こくは思わずつぶやいていた。

「……死んでる」

　その部屋は惨劇の現場だった。確認できるだけで七人分の、国軍の戦せん袍ぽうではなくばらばらの武装をした男の骸むくろが倒れ伏しており、床ゆかの紋もん様ようは黒くなった血でほとんど判別がつかなかった。その中でもっとも高価な装よそおいの骸を見て、蒼刻はぎょっとした。

　胡こ時じ雷らい。にしか見えない。

　骸の外見的特徴は、天祥から渡された書類にあった情報──過去の胡時雷を知る者の証言によって描かれた似顔絵とそっくりだった。

（それに古傷も──刺いれ青ずみも、ある）

　蒼刻は骸の衣い裳しようを検あらためて、左のわき腹にある刀傷と、右の肩から二の腕にかけてびっしり青あお錆さび色の紋様を入れた刺青を確認した。

（ただの影武者なら、こんな見えないところまで真似しない）

　色違いの目を瞬またたかせながら考える。

　たとえば彼が身代わりや影武者に雇やとった人間だとしたら、それが暗殺されたことは本人の耳にすぐさま届けられるだろう。そして同時並行で骸を片づけるはずだ。汚お職しよくと背信の象しよう徴ちようのような男なら、その程度の「雑用」をこなす部下がいないと話にならない。

　峰桜が極きわめて無表情な声でつぶやいた。

「本人のようだな」

「俺は直接面識がないが、まず間違いなくそうだろう。──峰桜、出番だぞ」

「近くにその男の幽ゆう鬼きがいないか確かめてくればいいのか？」

「察しが早いな」

「君の嫁よめ候補の鈍どんくささと比べられては困る」

「嫁候補じゃなくて未来の嫁だし、あいつは意外と察しはいいぞ」

「……度どし難がたいな」

　俺と朧ろう月げつどっちのことを言ってるんだ？　と蒼刻が訊きき返す間もなく、峰桜の白しろ装しよう束ぞくの背が壁をすり抜けて室外に出た。
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「──順じゆん世せいさま？」

　奇妙に静まり返った廊ろうを探たん索さくしている途中、蒼そう刻こくは三階でその人に出くわした。

　交渉の席についてなくてはいけない時間なのに、董とう順世は階段の踊おどり場に身をひそめるようにしていた。常に整えている髪も乱れぎみで動揺した様子に見える。

「どうされましたか」

「交渉の席に、胡こ時じ雷らいは現れなかった」

　そうでしょうとも、控室で永遠に動けなくなっていましたからとは言えなかった。

　順世は信じがたいものを見たかのように、何度も首を横に振りながら言う。

「胡時雷の代理だといって、別の人物が現れたのだが……」

（まさか叛乱軍内部で争いがあったのか？　胡時雷を殺して叛乱軍を指揮したいと思っているようなやつが）

「──その方に天てん祥しようを人質にとられた」

「えッ」

　信じがたい情報に凍こおりついた蒼刻は、その直後に突然、廊の遠くから異質な気配を感じて振り向いた。

　──十二歳ほどの少年が、こちらに悠ゆう然ぜんと歩いてきていた。

　無論ただの少年ではなく、武装をして長い柄えの武器を背負っている。伸びきらない背せ丈たけにきちんと丈を合わせた古風な装束は、国軍のそれではないが戦袍だ。そもそも現在の国軍にはここまで若い兵士はいない。

（……ただの仮装じゃねえな）

　少年は、蒼刻が鋭するどい眼がん光こうとともに殺気を向けても動揺を見せなかった。

　ごっこ遊びをしているわけではないどころか、ふてぶてしく口の端をゆがめてみせる笑い方には修しゆ羅ら場ばに慣れた者特有の異質な冷たさがある。

「だれだ、おまえは」

「別にだれだっていいじゃん」

「何がいいんだ。これからする質問の答えによっては、俺はおまえを斬きるからな。戦いを挑いどむ相手の名は知っておきたい」

　腹芸など抜きで訊たずねると、少年はきょとんと金色の目を瞬しばたたかせた。彼にとっては非常に意外な反応だったらしい。

　駆かけ引きを楽しむ狡こう猾かつな笑えみが浮かんだ。

「質問」

「……あ？」

「その質問ってのをしてみせてよ。おれがあんたを本当に気に入ったら、名を名乗ってやってもいいよ」

　遊び半分のような態度は不ふ愉ゆ快かいだが、質問に答える気があるのは上等だ。

「おまえも叛乱軍の一員なのか？」

「外部からの協力者って感じ。傭よう兵へいみたいなもんだと思ってよ」

「なら、おまえは今この城で何が起きたのか知ってはいるんだな？　どういうことだ」

「──周りくどいなあ。もっと直接ずばって訊きなよ。太たい子し殿でん下かは無事なのか？　とか」

　不覚にも蒼刻は、自分の顔つきが険けわしくなるのを止められなかった。

「天祥って人なら一応無事だよ。皇族は人質として使えるからね。安心した？」

　少年はちょっと首をかしげた。

「でも、この階にいた国軍の兵士はおれがたった今皆殺しにしてきたとこだよ。って、これはどう？　不安になった？」

　──あまりにも粗そ暴ぼうな言葉だった。

　一瞬にして蒼刻の怒りに火をつけ、憎にくむべき敵に対して冷れい酷こく無む比ひな武人へと変へん貌ぼうさせるには十分すぎるほどに。

「おまえ、おれとやる気？　いいじゃん」

「逆に訊くが、俺がおまえを生かしておく理由があるのか」

「へえ。もっといいじゃん」

　少年武人は長い柄を持つ、どう見ても相当な重量のありそうな武器を易やす々やすと構かまえた。

　残忍な上に怪力かよと舌打ちしながらも蒼刻は、子供に見えるからといって躊ちゆう躇ちよせずに済むのは助かるなと乾いた思考で判断する。

「順世さま──」

　下がっていてください。ここは俺が。鋭く告げながら刀を抜こうとした刹せつ那な、蒼刻は違和感に襲おそわれた。

　それは致ち命めい的てきな異常事態だった。刀が抜けない。

　だれかが背後から、蒼刻の手を押さえこんでいた。正面にまだ少年がいる以上、それができるのは一人しかいないのに、蒼刻の心はその現実を認めることを拒こばんだ。武官としてはありえない判断の過あやまち。

（どうして）

　困惑と衝しよう撃げきと疑問。

　その三つが一緒くたになって蒼刻を押し包み、そこにとんでもない重みをもった残ざん酷こくな一撃が撃ちこまれた。とっさに身体からだが痛苦を最大限減らすために動いたので骨折はかろうじて防いだが、右腕の関節をしたたかに痛めつけながら冷たい石の床ゆかに投げだされる。

　激痛にかはりとむせ返りながらも即座に置きあがったのは、ほとんど意地だった。鋭い拳こぶしが顔を掠かすめた際に紐ひもが切れたのか、鍔つば型がたの眼がん帯たいが床に落ちる。

　かつん、というその小さな音で、蒼刻は悪夢から覚めた心地ここちになった。だが同時にひどい悪お寒かんに襲われた。

　彼は今、自分に不意打ちの攻撃を仕掛けた相手を見て、口を開いた。

「──……順世さま？」

　自分の声が遠くから聞こえる。

　まるで親に手を振り払われて夜の海に突き落とされた子供のような声だった。
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「！」

　一方で峰ほう桜おうが異変に気づいたきっかけは、空気の流れだった。

　幽鬼の身となって以来、陽の気、陰いんの気、龍りゆう脈みやく──そういったものの気配をつかむのが生前より得意になっているせいだ。清らかな水の中で泳いでいたはずなのに、急に周りが泥水に変化して動揺する魚の気分であたりを見回した。

　気脈の流れが塗ぬり替えられている。脈を「乱す」程度なら風水的には簡単な技でできてしまうのだが、今は、本来ここに満ちているはずの気が陽から陰に完全に転換させられているのだ。通常の道術や風水の術でどうにかなる次元には思えない。

（ここでか──）

　峰桜は気脈の流れを読み、それを捻ねじ曲げている場を探した。裏庭の井戸の周りがあやしいと睨にらみ、幽鬼の特性をいかして一気に壁を抜け、陽当たりの悪い庭へと降り立つ。神廟の管理者が地味に手入れをしているようだが、とあたりを見渡したときだ。

「やめておけ。これは君の手には負えない。たとえもう一度魂たましいを投げだしたとしてもな」

　冷静な声が聞こえた。

　裏庭に他に人影はないのだから、声の主ぬしは間違いなく峰桜のことが見えている。

　そして朧月や彼女の周りにいる人間ではないとすれば──

「こちらを向いて顔を見せろ」

　一人は、尊大そうな声の主。

　黒くろ髪かみに翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを持ち、どことなく高貴な空気をまとった少年。

　もう一人──彼の斜ななめ後ろに付き従っているのは、わずかに縁ふち飾かざりがついただけの黒灰色の外がい套とうで頭からすっぽり全身を隠している従者だ。背は少年とそれほど差はないが、男か女かもわからない。

「僕は劫ごうだ。兄とは間違えるなよ、劫だ。おまえの名は？」

「──張ちよう角かく」

　なぜかとっさに、その名が先に峰桜の口をついて出た。尊大な相手に新しく与えられた名では呼ばれたくなかったのかもしれない。

　さしあたり、峰桜は少年──劫へと注意を向けた。

　直接顔を見たことがあるわけではないが、一度冥めい府ふに降りたことがある者なら、少年の異質な気配の正体がそれとわかる。人間ではなく異界の住人なのだと。そして少年はその中でも特別な血筋なのだと。

　兄。

　劫が嫌けん悪おをあらわにその単語を口にしたことで、峰桜は彼の正体を確信した。

「冥めい界かいに君くん臨りんすべき皇族が、なぜ現世にいる？」

「ほう。僕が冥界の皇子だと知っていたのか」

　少年はわずかに眉まゆを上げた。

「死んでも尚なおこの世に留とどまっているおまえが言えることか？　月げつ蝕しよく領りようの番人」

「…………」

「なぜ知っているのか、と思ったか？　知っているとも。情なしの獣を、命がけで地の底に封じていた一族だろうが」

　峰桜が訝いぶかるように目をすがめたのを察すると、劫はすぐに言い換えた。

「おまえたちが黄こう魔まだなんだと呼んでいたモノだ。凡ぼん庸ような道どう士しの分際で僕のことを封じにきたとでも言うつもりか」

「たとえ凡庸な者でも、才ある者に助力はできる。そして才能には限界があるが、努力には限界はない」

　相手の心に響くわけがないと承知の上で、峰桜はそんな言葉を切り返した。彼の傲ごう慢まんさを黙だまって聞き流せるほど大人ではない。

「冥界の不穏な空気を察して、現世に戻った幽鬼がいたという情報は僕のところにも入っている。そのうちの一人がおまえだろう。──で？　おまえは愛いとしい現世の者を救うために何かできたのか？」

「我わが一族の生きざまが無意味だったかどうかは、我われ々われ一人ひとりが決めることだ。君の評価は求めていないし今後も必要ない」

「──おまえは意外とおもしろいな」

　果たして、気の強さを無む謀ぼうなほどに発はつ揮きする峰桜を見て、劫はふいに破は顔がんした。あまり少年らしくない笑い方だ。

「だが、その誇ほこり高い性分に、才と力が見合っていないのが非常に惜おしい。──一度だけ選択させてやろう。僕に従うか、抗あらがうか。従うならば力を与えてやる。無力で儚はかない幽鬼でも中途半端な幻げん身しんでもなく、生者を超えた存在となれる」

「ただし君には絶対服従か？」

「当然だ」

　生前から、感情よりも理性が重きをなす性格だ。峰桜はほとんど迷まよわなかった。

　一瞬だけためらったのは、幽鬼となってから得た弟で子しやら奇妙な知人やら名づけ親の顔がよぎったせいだ。どいつもこいつも、峰桜には理解不能なほどに幽鬼に妙に気を回して友情やら絆きずなやらを示してくるお人よしぞろいだ。

　自分の選択に誇ほこりは持てる。だが、間違いなく悲しませてしまうだろう。

「…………」

　峰桜は改めて、劫と、彼の連れている護ご衛えいらしき人物を観察した。

　二対一。

　劫が連れている護衛は間違いなく冥府の住人だ。螢けい火かのように冥府と現世を行き来して、生と死の間の問題を調整する冥めい官かんではなさそうだが、ちょっとやそっとでは死なないはずだ。そして冥官とは異なり、分厚い外套の下はがちがちに武装している。蒼そう刻こくの刀と同じ、幽鬼をも斬り裂き滅ほろびに至いたらしめることのできる武器だ。

（小細工に長たけた主人とは違って、根っからの武人か）

　戦って勝つことはもちろん、逃げる望みも零ゼロに等しいことが嫌いやでもわかる。

　だから峰桜が相手を確認したのは、自分の活路を探すためとか、そういう方向性の考えには基づいていなかった。一度死んだのに冥府の動乱を察して無理やり現世うつしよに戻ってきたのは、この神しん華か国の未み曽ぞ有うの事態に抗える者がいるか見定めたいという私情のためだ。

　そして、劫に抗える者はいる。

　峰桜の脳のう裏りに、にわか弟子にした娘だけでなく、銀髪の青年武官や、意外とたくましい第一皇子の面おも影かげが横切った。

「私は弟子を裏切る師にはならない」

「だろうな」

「ついでに言うと、君の行動には興味があるが、君の人となりや性格には興味はない」

　そして未練もないのだ。弟たちはすでに生き延びてはいるのだから。

「そうか。──結ゆい蘭らん」

　ちらりと斜め後ろの従者に視線を投げかけると、劫はあの花を摘つんでこいとでもいうような気軽さで告げた。

「試し切りをしていいぞ」

　刹せつ那な、黒灰色の外套が跳んだ。虚こ空くうに残像を刻きざむような速度で峰桜にまで肉薄し、彼へと腕を突きつける。その手首には肉食獣じゆうの牙きばそっくりの怖おそろしく曲がった形をした蒼あおい鋼はがねの刃やいばがあり、鋭い一いつ閃せんは何事もなければ峰桜の喉のどを裂さいたはずだった。

　だが。

　予期していた滅ほろびが、峰桜の頭上で翼を広げることはなかった。

　重たい金属音と、それに続く格闘で身体がぶつかる音。

　気づけば劫の従者による攻撃は何者かに阻はばまれ、その人物は今も、峰桜をかばうようにして立ちはだかっていた。

「──潔いさぎよいを通り越して無神経じゃないか？　月蝕領の番人。おまえが突然に消えて、あの子が傷つかずに済むとでも思うのか」

　飄ひよう々ひようとした声での、だが決してふざけてはいない問いかけ。月蝕領の番人と呼んだ響きはどこか挑発的ですらあった。

　自らをかばった男の姿を認識した峰桜は、あえぐように声を上げていた。

「おまえは……！」
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　自分の顔は今、驚きよう愕がくと絶望で蒼あお褪ざめているのだろうか、それとも本能的な怒りで赤く染まっているのだろうか。蒼そう刻こくには判断がつかない。

　右腕が捻ねん挫ざをしてしまったのだとわかる痛み方をするので、ほとんど無意識に左手で刀を抜けるように腰帯を切り替える。

「劉りゆう蒼刻。君は十分に働いた」

　声の響きがおかしい。順じゆん世せいの人柄なら、こういう言葉は穏おだやかに告げるはずだ。こんな切り捨てるような冷たさではなく。

「子供のいない私としては、君のような若者をあたら死なせる真似は好みではない」

「──そんなことは、どうでもいいです」

　獣けものの唸うなり声みたいだなと我ながら思った。

「順世さま。天てん祥しようさまを──陛へい下かを裏切るんですか」

「手合わせを見て、君は状況把は握あくの能力は非常に高いと思ったのだが」

　冷たい侮ぶ蔑じよくを込めた順世の視線と声に、蒼刻がいっとき激情のあまり口がきけなくなったところに、少年の声が割りこむ。

「董とう家のおじさま、邪魔しないでよ。おれがそいつの喧けん嘩かを買ったんだよ？」

「ああ、すまない。最後のあいさつをしておきたくてね」

「済んだ？　済んだなら殺していいよね？　劉家でしょこいつ」

　少年は、実になめらかに得え物ものを握り直した。どれほど鍛たん錬れんと戦闘に耽たん溺できすればそうなるのか、どんなに捻ひねった体勢で長柄の武器を振り回しても危うさは一分も感じさせず、逆に彼の手足の延長に鋼の刃がついているかのような恐ろしい一体感さえある。

（見た目通りの歳としじゃなさそうだな。てことは──）

　幻げん身しん。その単語が思い出された。

　幽鬼となった者を骸に無理やり繫つなぎ止めて操る殭屍キヨンシーとは異なり、霊力等で新たに仮かり初そめの肉体を与えられた者のことだ。所詮は人間と大差ない郷きよう土どの殭屍キヨンシーよりも、はるかに頑がん丈じようで手ごわい。

（あの鬼き畜ちく兄貴が十二歳のときでも、こんな異常な存在感はなかった）

　想像する。彼の見た目の年齢と経験値がまったくそぐわないことに、大半の敵は不意をつかれ困惑するだろう。

　そして少年に殺意があった場合、大半の者はあっけなく命を刈かり取られるのだ。

（俺はそうなるつもりはない、が──）

　蒼刻は唇くちびるを強く引き結ぶ。

　順世も敵に回った状態で、孤こ立りつ無む援えん。しかも天てん祥しようという人質を取られている。

　そして右腕の痛みは刻こく一いつ刻こくと増している。彼は両手利ききだが不利には違いない。

「あ、そっか。けがしちゃったのか。それじゃつまんないから遊び方変えようぜ」

　蒼刻の葛かつ藤とうを予想していたのか、少年はにぃっと笑うと傲ごう慢まんに言い放った。

「おれから逃げてみな」

「……やってやろうじゃねえか」

　いったん退ひいて立て直す。それが最善策だと蒼刻の理性が告げていた。追いかけて嬲なぶり殺しにしてやると言わんばかりの少年に、せいぜいふてぶてしく切り返すと、好戦的な相手はすぐさま跳びついてきた。まるで鞭むちでも振るうかのように自由自在に得物を振り回し、えげつないほど的確に蒼刻の首を狩かろうとした刃をかわし、蒼刻は思い切って横に飛ぶ。

　格こう子し窓まどを体当たりでへし折りながら、蒼刻の身体は宙に舞い、中庭へと落下した。







「あいつ──」

「深追いする必要はないだろう」

　冷静な声で、順世は少年武人を制止した。

「なに。まさか本当に、息子みたいな歳としの子供は殺せないとでも言うつもり？」

「君の昂こう揚ようもわかるが、かの有名な呂りよ布ふ奉ほう先せんには、彼らが手勢を率いて我々を殺しに来るのを迎え撃ったほうが華はな々ばなしくて似合うと思うぞ。君たちの目的のためにも、そういった機会が多いほうがいいだろう」

「……ほんとにあいつ、殺しに来る？　戦場で？」

「彼は誇ほこり高い。その上、友人でもある天祥がこちらに捕らわれているとなれば、首だけになってでも追いかけてくるだろう」

「何それおもしろい。ならいいかな。おれも観客が多いほうが楽しめるし」

　十秒前まで大いに拗すねていたのがころっと機き嫌げんを直した少年武人は、うんと伸びをすると順世の顔をのぞきこんだ。

「ってゆうか大将が、おれが本物の呂布奉先だって信じてたことが一番びっくりかも」

「私は己おのれの目で見たものは信じる。君は存在だけでも彼を圧倒し、未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんを敗走せしめた。それで十分だ」

「ふうん。つまんない堅かた物ぶつかと思ってたけど、あんた意外と話わかるね？」

「見くびってもらっては困る」

　埃ほこりを拭ふき終えた順世は、再び眼鏡めがねをかけ直した。

「今の妙に愛情深くて清らかに過ぎる陛下よりも、清せい濁だくどちらも知る華か元げん龍りゆうさまのほうが世の中はおもしろくなる。君たちの望みどおりに戦乱を起こした後の神しん華か国を治めるには華元龍さまの強さがきっと必要だ」
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　三階から落ちた蒼そう刻こくはとっさに壁に刀を突きたてることで落下の勢いを何度か弱め、受け身をとりながら中庭の常じよう緑りよく樹じゆの茂しげみに全身を受け止められた。ただでさえ痛めた右腕を余計に傷めるのだけは回かい避ひできたが、数秒間、意識を失っていた。

　呼吸と鼓こ動どうが釣つり合っていないかのような感覚の中で蒼刻は身じろぎ、顔を上げようとした刹せつ那な、頭にその映像が入りこんできた。目の前に、死んだ戦友の顔が浮かんだ。迅じん。幻覚だろうと舌打ちしながら立ち上がった時、今度は峰ほう桜おうの骸が大映しになった。

（呪じゆ詛そ、か？）

　直感したのと同時に悲鳴と怒ど声せいが耳に飛びこんできた。

　──神しん廟びようは今や、理り不ふ尽じんな死がもたらす毒々しい空気に満ちていた。

　建物の至いたるところで、敵味方なく兵士が戦い合っていた。地獄絵図という言葉が浮かんだ時、目にまた骸が映る。

　これをひっきりなしに見せられて半狂乱になったものが多いのか。

（敵味方で戦ってるのも、同士討うちになっているのもいるが、それだけじゃない。この骸はどう見ても、自分の剣で自分の胸を──）

　自じ刃じん。それも発狂したのではと思うほど衝動的なものだ。

（自分が遭遇した死が次々に視みえるんだとしたら、歴戦の兵士ほどやばい）

「──少年！」

　四番目の骸が自分にのしかかってくる幻覚が視えたのが、その呼びかけで破られる。乱戦状態をくぐり抜けて万里がやってくる。

「ボロボロだな、大丈夫か!?　何があった？」

「俺の身に起こったことが全員に起こったと仮定すると、幻覚が見えた。でも大丈夫だ」

　万里が説明しながら、とにかく安全な場所へと移動する。

「最悪の幻覚だな……阿あ片へんとかの薬より格段にやばいぜ」

「阿片やったことあんのかよ……」

「[image: ]せい教きようの教団内部である目的のために使われることもある。とだけ言っとく」

「つうか万里、あんたは大丈夫なのかよ」

「不思議とな。日頃の行いがいいんだろきっと。でも──」

　怒号の飛び交かう中をかいくぐり、神廟の外に出る。

　まだ正気の兵士が数人いたのでおびえる彼らも引きずり出し、混乱の中を抜け出したら、頭上の灰色の空からぱらぱらと雨が落ちてきた。

　それに濡ぬれだしたのが何かのきっかけになったように、万里がため息をつき、気まずげに言った。

「本当にすまないんだが……手加減しきれなくて、何人かは──」

「責めない」

　ひどく消しよう耗もうした様子で吐と露ろする万里に、蒼刻はほとんど反射的にそう告げていた。

「あんたが手にかけた相手の身内は、あんたを批判するかもしれない。でも俺は絶対に責めない。あんたが生きていてくれて、今自分でもびっくりするほど安心してる」

「お、おう……そうなのか？」

「あとちょっとで泣きそうだ」

「全然そう見えねえよ少年。笑えよ」

　唐とう突とつでしかも場違いに感じる言葉に耳を疑い、蒼刻は顔を上げた。

　だが万里はまじめな顔つきだ。

「笑え、と言ったんだ。少年に死ぬほど愛想がないのは承知の上が、今はちょっと無理してでも笑っとけって」

「……あ？」

「怒るな怒るな。いいか、少年はある程度以上に緊張するとどんどん憂ゆう鬱うつで陰気になる。俺の見てきた限りでは、それが弱点になったことはないが、今からそんな状態じゃ駄だ目めだとは思うぜ？　なにしろこいつは終わりじゃなくて始まりなんだからな」

　自分だってちゃんと笑えてないくせに、よく言う。

　そう思いながらも蒼刻は、顔を上げた。
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　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中に飛び込み、半狂乱の人々の攻撃をかいくぐってどうにか正気の国軍兵士を探しては連れ出すこと数度。

　神しん廟びようが不ぶ気き味みな静けさに包まれた頃には、順じゆん世せいたちの姿はとっくに消えていた。

　神廟から脱出し、街道沿いに金きん陵りよう城じよう市しへと戻る道中はだれもがほとんど無言だった。この中では俺がしっかりせねば、とは思った。万ばん里りに肩を叩たたいてはげまされたので敗北感にとらわれず済んだ蒼そう刻こくだが、順世のことを説明するには頭の中が整理しきれていなかった。

　……とりあえず寺院に戻り廊ろうに座りこむと、後ろから殴なぐられたかのように唐とう突とつに、蒼刻は立てた膝ひざに額ひたいをこすりつけたまま眠りの縁ふちに引きずりこまれていた。

　そしてすぐに、うんざりするほどの血のにおいで蒼刻の意識は浮上した。全身が軋きしみ、特に傷を負った部分の痛みで吐き気がした。一刻も早く顔を洗い、鼻び腔くうからこのいい加減慣れはしたが未来永えい劫ごう愛せそうにはないにおいを追い払ってしまいたいと切に願う。

　頭上から万里の声が聞こえた。

「大丈夫か？　少年」

「あんたはどうなんだよ」

「俺は少年と違ってけがなんかしてないんだから、質問に質問で返してごまかさずに教えろよ。大変なときは人を頼るのも勇気だって言うだろ？」

「正直言って、たいして戦っちゃいないが別の意味で疲れた」

　裏切りへの憤いきどおりと、死の光景を見た恐怖と、戦いの余よ韻いんである熱ねつ狂きよう。

　同時に持っていてもいいことはない──冷静さを妨さまたげるだけの感情の波が、蒼刻の腹の中で未いまだに一緒くたになってぐつぐつと煮えている。

（天てん祥しようさま）

　周囲では留る守す番ばんだった一部の兵士が、仲間がボロボロになって戻ってきたことで相当にざわついている。万里がけが人の手当てを采さい配はいするというので、蒼刻は皇こう都とへの報告について考えなければならない。

（峰ほう桜おう……は無事だよな？　幽ゆう鬼きだし。にしても……どう報告する？）

　渋じゆう面めんで悩みながらも手早く書状をしたため、伝令にそれを渡して寺院の門まで見送りに出たとき、ここで聞けるとは夢にも思わない声が聞こえた。

「──……蒼刻さん!?」

「朧ろう月げつ……？」

　幻げん聴ちようではなく本物の彼女だと認識したときには、蒼刻の身体からだは勝手に動いていた。

　門前に停まった馬車から転げ落ちるようにして降りた彼女を抱きとめたくて、動く左手を前に伸ばしながら走りだした。それはほとんど本能に近い行動で、身体の痛みは意識の外に追いやられていた。

　彼女が地面に転ぶ寸前で蒼刻の手が届き、朧月は思わずといったように彼の腕にしがみついた。何度も抱き上げた重みを感じた瞬間、蒼刻のほうが急に脱力してしまう。最愛の娘むすめだけは断固として支ささえたまま、地面に膝をついた。

「蒼刻さん……」

　立ち直った朧月は、彼女の胸の位置にきた蒼刻の頭をためらわずに抱き締める。

「腕を……いえ、腕だけではないのですね……？」

「いろいろあったんだ」

　意地と気力でこらえていた体力の限界と、絶望感で削けずられていた精神のもたらす強烈な疲労感の中で、蒼刻はようやくそれだけ言って顔を上げる。

　──そしてそこで初めて彼女の黒髪がほとんど肩にかからないくらいの長さになっているのに目が行き、蒼刻は思わず息を吞のんだ。
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　その後、朧ろう月げつたちと二言三言話した後で、自分はしばし眠ってしまったようだ。

　ようだというのは意識が途切れる前ぜん兆ちようがほとんどなく、目の前がいきなり真っ暗になったと思った次の瞬間には、もふもふしたものに顔を突っ伏していて、後は夢の中だった。最後に感じたのは、倒れた彼を受け止めてくれた白びやつ虎この毛皮に違いない。

　次に意識を取り戻したとき、自分が非常にさわやかな心地ここちになれた理由にはすぐに気がついた。朧月が彼のそばで何か書物を読んでいる。

「蒼そう刻こくさん。気づかれましたか？」

　朧月の顔がぱあっと明るくなる。その背に絹糸のように流れる長い髪はやはり本物だ。

　蒼刻はなんとなく気まずげに視線をそらした。

「……ああ」

「お水を飲まれますか？　起きるのがつらいのなら、どうにかしますが」

「いや──起きる」

　寝ている間に丁てい寧ねいに手当てをし直されたらしく、右腕は自分でやった時よりもはるかにしっかりと固定されていた。左肩の後ろに小刀が刺さった際の傷も、動くと疼うずきと痛みが響くが以前と違って吐き気を感じるほどではない。

「俺はどのくらい寝てた？」

「半刻、といったところでしょうか」

　先ほどはいつになく長い時間、朧月に見み惚ほれていた気がした。これまで見た中でもっとも神しん秘ぴ的てきできれいな女性に思えた。結ゆった痕あともつかずなめらかに流れる黒髪や、こちらを見つめる翡ひ翠すいの瞳ひとみに芯しんまで魅み了りようされたのだ。

　ただそれを口にはしなかった。代わりに無難な言葉を探してしまう。

「てっきり、髪を切ったのかと思ってた」

「鬘かつらです」

「にしてもよく……いや、まあそんなことはいいか」

　彼女の髪の長さや量は蒼刻もよく知っているので、小さくまとめて鬘の中に収納できたのが不思議で仕方なかったが、

　蒼刻が飽あきずに彼女の黒髪に何度も指を走らせていると、お返しのように、朧月の手がやさしく彼の首にふれてきた。

　まだ蒼刻が何を経験してきたか詳しくは知らないのだろうか。彼女は黙だまったまま慎しん重ちようにやさしい空気と温ぬくもりだけを差し出してきていて、それは今の蒼刻には心地よかった。

　ようやく説明する気力が出てくる。

「董とう順じゆん世せいさまを知っているか」

「……お名前と、表面的なことだけは。静せい心しん兄さまが称しよう賛さんしておりましたゆえ──」

「俺たちを裏切って叛はん乱らん軍ぐんについた。俺のけがの大半は、そのときに受けたものだ」

　沈黙が凍こおる。

　彼女が不安な予感にとらわれたのだと察して、蒼刻は目を伏せた。

「順世さまがそうなった影響で、天祥さまが叛乱軍に捕らえられて生死不明だ。走そう影えいも──今どこにいるんだかわからない」

　ため息をつく。

「天祥さまはもちろん双そう璧へきも信用していた御方だから……いや、言い訳だな」

「……大変なことになっていたのですね」

「おまえこそ何があった？」

　朧月の説明を聞くと、そちらはそちらで大事だった。

「おまえがルアンのふりをしてここに来て、ルアンはおまえのふりをして幽ゆう鬼き院いんに留とどまっている。そういうことか」

「……刺し史しの異母妹いもうととはいえ、わたしは引きこもりでだれとも顔を合わせない駄だ目めな生きものだったので。身代わりがだれかの目にふれてバレる可能性は低いのではないかと、皆で作戦を立ててみました」

「玄げん静心がよく許したな」

　納なつ得とくしたようでしていない物言いをする蒼刻を見て、彼女はきょとんと首をかしげた。

「静心兄さまも一緒に計画を練ってくださいましたが」

「そういう意味じゃなくて──脚あしだ、脚。見えるだろ」

「え」

　予想外の指摘にうろたえて自みずからの衣い裳しようを見下ろすと、朧月は裙くん子ずの裾すそからわずかにのぞいた膝に指先を置いた。困惑をあらわに言う。

「ほんの少しだけ、だと思いますが……。わたしには星せい彩さいのように脚きやく線せんが美しいわけではないですし」

「少しでもやばい」

「これでも、ルアンの手持ちの中で一番丈たけの長い裙子を選んできたのですが……。お気に召めしませんか？」

「ある意味ではな。おまえは油断すると自分の足につまずいてコケる粗そ忽こつ体質なんだぞ、いつものノリで転んだら、この丈じゃ露ろ骨こつに丸見えだろ」

「う」

　何が丸見えなのか、直接的な単語を口にしなかったのは彼の三大家の子息としての良識なのだろうか。それでも十分すぎるほど恥ずかしいけれど。

「──それと、膝裏がな」

「膝裏？」

　今度は反射的に、上体をひねって自分の背面を見た。

　裙子の裾は膝にかかる程度だから、革と布を組み合わせた長ちよう靴か──これが意外と疲れにくいのがありがたい──も履はいているので膝の裏側など大きく動いた拍ひよう子しに見えるか見えないか、といったところだ。
















「膝裏が……何かまずかったでしょうか？」

「目の毒だ」

「え」

「おまけに腕も見えやすい」

「……そこはもう気にもしていませんでした」

「俺はする」

「あ、ありがとうございます」

「何の礼だ」

「転んでけがをしないか、心配していただいているのかと」

「それもあるが俺が一番言いたいのは、不用心にいろいろ見せすぎだってことだ。星彩とかぎりぎりで玄静心に見せるだけなら俺もどうにか許せるが、もっと具体的には俺以外の男に見える機会を与えるなって意味で──」

　そこで彼は、銀髪を無意味にかき乱していた手を止めた。同時に言葉も止まった。

　蒼刻を取り巻く空気が暗くなる。急に興奮したり落ちこんだりするのは身体にも心にも悪いだろうと案じ、朧月は彼の顔をのぞきこむようにして声をかけた。

「蒼刻さん？」

「……悪い。いろいろダダ漏もれにしすぎた」

　熱でも測るように掌てのひらを顔の上半分にあて、彼は大きくため息をついた。

「だだ漏れということは……本当のお気持ちなのですよね？」

「本当はこんなに狭きよう量りようで支配欲だらけで少しも寛かん大だいじゃないとか、かっこ悪いだろ。抑制してたんだよこれでも。この際だからぶちまけると、おまえが兄離れしないどころか玄静心のために行動的になりまくってたのも不満じゃないが妬やいてたし」

　最初怪け訝げんそうだった朧月の顔が、微苦笑になる。

「兄さまが大事なのは永遠に変えられませんが……わたしが今一番に優先したいと考えているのは、蒼刻さんですゆえ。妥だ協きようしていただけないでしょうか？」

「仕方ないな」

　蒼刻は腕を伸ばし、朧月がゆっくりと彼のほうに身体を預けようとしたとき、扉が叩かれた。白びやつ虎こと彼の恋人の幽鬼だ。

「そろそろかのう、そろそろいいだろうか、まだかのう、と部屋に入る頃合いを地道にうかがっていた儂わしの身にもなってくれ」

「なってくれと言われても、存在に気づいてすらいなかったぞ」

「やれやれ。……ま、何があったのかは情報屋さんから聞いたから許しますけどぉ」

　彼らは蒼刻の捻ねん挫ざを治療するための霊れい符ふを持ってきてくれたのだった。それでは邪魔するなとは言えない。

「そっちもいろいろあったらしいな」

「姫は意外とがんばったぞ。脱引きこもりは叶かなったやもしれんな」

「いえ、わたしなどはまだまだ引きこもりです」

「おまえここは謙けん遜そんしねぇでいいんだよ」

　いつもの会話をしていると気分が少し楽になる。

　部屋から去る前に、白虎はこう言った。

「一刻後に、隣の部屋に来てくれるか。今後のことも含めて話したい」

「わかった」「はい」

　二人、同時に返事をしていた。そんな他愛たわいのないことさえ胸にしみた。
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「……偉えらそうなことを言いますが、頰ほおをつねらないでくださいますか？」

　意地悪く「約束はしないぞ」とでも言うのが普段の蒼そう刻こくだが、このときは何も言わずに彼女の言葉を待った。

「蒼刻さんがわたしに素直に甘えられるのは、とてもいいことだと思います」

「あ？　何がいいんだよ」

「わたしを護まもってくださる強く凜り々りしい蒼刻さんはもちろんかっこいいのですが……いつも大丈夫なふりをされては、わたしは何ができるのか困ってしまいますゆえ。時にはちょっと弱っているくらいが愛いとおしくなります」

　そう言って彼の髪を撫なでてくる。蒼刻は半はん眼がんになった。

「朧ろう月げつ」

「はい？」

「おまえの気持ちはよくわかった。が、さすがに今日は甘やかしすぎだぞ。俺はもういろんな意味でやる気十分だし、今すぐにでも天てん祥しようさま奪還に突撃したいくらいなんだからな。へこみきってはいないからな？」

「それならよかったというものです。……まだ、飴あめと鞭むちの加減に慣れておりませぬゆえ」

「いつかは鞭を振るうようになるってのか？」

「…………」

「まじめに想像するなよ」

　朧月の手が痣あざや打ち身に薬を塗ぬりこんでくれるくすぐったさを感じながら、蒼刻は天祥の言葉を思い出していた。

　──『でも、彼女を死というものによってもぎとられたことはない』

　もし、彼女がそうなったら。想像したくはないと考えながらも、俺はその後長く生きていることはできないだろうなと確信する。そして今現実がそうはなっていないことは希望であり、夜が永遠には続かないことの証明のように思われた。





〈了〉



























「君たちに見せたいものと、見つけてほしいものがあるんだ。おいしい点てん心しんともっとおいしい報ほう酬しゆうを用意するから二人でおいで」

「嫌いやな予感しかしませんが、天てん祥しようさまの仰おおせには従います」

　──という天祥と蒼そう刻こくの相も変わらぬ距離感のやりとりが、煌きらびやかで非情な事件の始まりだった。

　小鳥の餌えさ箱ばこが吊つるされた木々と露つゆに濡ぬれた芝しばに囲まれた綺き霞か宮きゆうの四阿あずまやで、天祥が午前中の公務を終えるまで待たされた時間は大して長くはなかった。

　女によ官かんが用意してくれた白しら茶ちやの一杯目を、朧ろう月げつがのんびりと飲み終えた頃合いである。彼女は蒼刻とともに立ち上がり礼をとった。

「座って。少し暑くなってきたから、冷たいお茶にしたいけれどいいかな？」

　と言って女官に目め配くばせをした天祥が、椅い子すに腰を下ろす。

　そして彼にしてはめずらしく単たん刀とう直ちよく入にゆうに、だが同時に彼らしく謎なぞめいた言い回しで切り出した。

「君たち、宝石は好きかい？」

「宝石？」

　蒼刻は面食らって答えを考えこんでいる様子なので、朧月が先に答えた。

「黒こく烏う州は絲し路ろを通じて良質の翡ひ翠すいの玉をよく仕入れておりますし、きれいなものに興味はあるのですが……わたしは気軽に買える身分ではありませぬゆえ、自分で蒐しゆう集しゆうしたいという方向にはいかない。そのようなものです。もちろん宝石が空から降ってきたら大喜びはいたしますし、贈り物で頂ちよう戴だいするなら光栄だと思います」

「君らしいね。では、本題に入ろうか」

「？　俺は答えなくてもいいんですか」

　まじめに宝石について考えをめぐらせていたのに肩かた透すかしを喰くらった蒼刻が言うのに、天祥はちょっと意地悪そうな口ぶりになる。

「君の答えは予想がつくからいいよ。どうせ朧月の瞳ひとみの翡翠があれば十分です、それ以上の宝石はないとか言うだけだろう？」

「俺が考えてた内容に一語も掠かすってませんが!?」

　とっさの勢いで声を上げたが、その後、彼は何か検討するかのように眉まゆ根ねを寄せた。

　天祥の美しい面おもてに、見透かすような優越感がよぎる。

「君が今、頭に浮かべた内容を当ててみせようか？　『でも太たい子し殿でん下かの言うことも間違ってはいないな』──だろう？」

「──……本題というのはなんなんですか？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで軌き道どう修正はするものの、蒼刻は「違います」とは言わなかった。

（天祥さまの仰おつしやるとおり、だとすると……）

　考えるまでもない。

　朧月までどのような顔をすればいいのか困ってしまった。顔はまだ赤くないと思うが、首筋から耳の後ろくらいまでは確実にじんわりと熱い。

　あいさつ代わりの冗じよう句くとその効用に満足したのか、冷茶をそそいだ青い硝子ガラスの碗わんが運ばれてくると、天祥はすんなりと話を戻した。

「皇こう都とに金銀細ざい工くや宝飾品ばかりを狙ねらう盗とう賊ぞくが跋ばつ扈こしている、という話は聞いたことがあるかな？」

「いえ……初耳です」

「蒼刻も？」

「はい。刑けい部ぶが担当すべき案件で、国軍に協力要よう請せいが入るのは、多くの人死にが出た、あるいは出そうな場合というのが大半ですから」

「そうだったね。では、これもじきに国軍にも話が持ちこまれるかもしれないな」

　硝子の器うつわの縁ふちを、天祥はそっと指先でなぞった。

「問題の盗賊が現れたのは三か月前で、今のところ五件の盗難が、同じ犯人の仕し業わざだと思われている。標的になったのは、いずれも素そ封ほう家かや富ふ裕ゆう商人の邸やしきばかりだ。一昨日、六件目の事件が起きて、初めて死者が出た」

　死者という単語で、朧月は無意識のうちに、月げつ餅ぺいを口まで持っていこうとしていた手を止めた。

　生命の終わりと地続きの存在である幽ゆう鬼きたちは、幼おさない頃から彼女にとってもっとも身近な隣りん人じんである。だが、他人の死──しかも穏おだやかならざる訪れ方をしたものに接して、何も感じずに点心を味わえるほど悟さとり切ってもいない。

「亡なくなったのは、侯こう暁ぎよう明めいという宝石と美術品の商家の御ご隠いん居きよ。彼は御用商人だった」

　天祥が先を続けた。

「彼が隠居生活を送っていた、華か林りん園えんにある侯家の別べつ邸ていに、夜中に盗とう賊ぞくが侵入し、侯暁明は彼らと鉢はち合あわせしてしまったせいで殺害されたと思われる。──というのが、現時点での刑部の調査結果だ」

　蒼刻が口を挟んだ。

「たしかに許しがたい話ですが、刑部がすでに捜査を始めている中で、天祥さまは俺たちに何をさせようと？」

「刑部では手が回らない恐おそれのある部分を。犯人を捜さがすだけなら刑部にまかせるのが適切に決まっているが──君たちが薄々察しているとおり、私は生前の侯暁明どのに何度か逢あっている。宝石や美術品について、素人しろうとが聞いてもまったく退たい屈くつではない、興味深い話をしてくれる人だったよ」

　やはりそうか、と朧月は口には出さずに納なつ得とくしていた。

　侯暁明の話に入ってからの天祥の口く調ちようは、冷静ではあるが、わずかに懐なつかしみ惜おしむような響ひびきを帯おびていたので、面識があるだろうと予想していたのだ。

　が、その先は彼女には予想できないことが続いた。

「侯暁明どのは十年近く前に奥方を亡くしてる。商売では辣らつ腕わんだが唯ゆい一いつの弱点は妻だ、と言われるほどの愛あい妻さい家かでね、彼女に似合うと思った宝石や金銀細工は絶対に売らずに贈り物にしていたほどだ。──問題の盗賊はこれまでは家の者を脅おどして金品を奪っていたんだが、侯暁明どのは彼らの要求を拒きよ絶ぜつしたようだ」

「危険な行為だ。御隠居には武術の心こころ得えでもあったんですか？」

「少なくとも蒼刻、君のように強くはない。でも盗賊どもが奪おうとしたのは、侯暁明どのが自分が死んだ暁あかつきには棺ひつぎに一緒に入れてもらい、先に冥めい府ふにいるはずの妻への手て土産みやげにしようと思って収集していた品だったからだ。……私は彼のそんな愛情深いところを、陛へい下かに似ていると感じた」

（あ）

　最後にはにかむように付け足された言葉で、天祥が侯暁明に対して抱いだく親しみと、今回の件を刑部にまかせるだけにしておけなかった心情が完全に理解できた。

　であれば、朧月には断る理由がない。自分の異能を使うべきだ。

「……宝石がどこかに売り飛ばされてしまう前に盗賊を見つけて、侯暁明さまを思い出の品とともに葬ほうむってさしあげたい、ということですね？」

「そういうことだ。君が彼の幽鬼を見つけられれば、何倍も解決が早まるかもしれないと思った。彼にとっては無念の死だしね」

「それに現場の近くには、侯暁明氏以外にも幽鬼の目撃者がいるかもしれません」

　蒼刻が厳おごそかに付け加えた。先ほどよりも硬かたい雰ふん囲い気きをまとっているのは、非情な盗賊に対して義ぎ憤ふんを溜ためているせいだろう。

　説明を終えてひと息をついた天祥は、ふと朧月と視線を合わせる。

　そして、彼女がなんとなく月餅を置いた代わりに手にしていた硝子の碗を指さした。

「朧月、君への報酬はすでに用意してある。この事件にちなんだものだ」

「ちなんだもの……？」

　急にふられた朧月は困こん惑わくしながら、まだ口をつけていなかった冷茶の器へと目を落とす。それに気づいて、あっと声がもれた。

　硝子とは明らかに異なる光が一つ、底で煌きらめいている。彼女の小指の爪つめほどの大きさをした宝石だ。

（これはまさか……金こん剛ごう石せき──）

「小こ粒つぶだが私の収集品のひとつだ。それは前払い。解決した暁には、翡翠の玉を君にあげたいと思っている」

「!?」

「天祥さま!?」

「蒼刻、君にもちゃんと別の報酬を用意するから拗すねないで。実は君の瞳のような青せい玉ぎよくにするか銀細工にするかで迷まよってしまってね」

「いや俺は現金のほうが……って何を言わせるんですか」

「君が言ったんじゃないか」

　ははっとめずらしく素直に太子殿下が破は顔がんする。当初より打ち解とけた表情には、君たちにまかせれば大丈夫だろうという信頼と安あん堵どが感じられた。
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　午後の公務に向かった太子殿下の元を辞じして、白びやつ虎こたちと合流した。

「宝石か。呪じゆ詛そだの悪あつ鬼きだのに関わるのが常つねのおぬしと姫にしては、めずらしく煌びやかなネタではないか」

「でも持ち主ぬしの御ご仁じんは亡くなってるんでしょう？　やっぱり血ち腥なまぐさいじゃないっすか」

　恋人である白虎の隣に寄り添いながら、星せい彩さいが難しい顔をする。

「殺してでも奪うなんて野や蛮ばんですねぇ。宝石商の御隠居の邸なら、宝飾品以外の金目のものもあったでしょうに」

「賊ですら魅み入いられたのやもしれんな」

「魅入られた～？」

「女性に捧ささげる贈り物として活かつ躍やくする宝石は多いが、ごく一部──ある種の宝石には、男を狂くるわせ支配欲を燃え上がらせる魔ま性しようの魅力がある。奪い合いで戦争の原因になったものもあるほどだ」

「あー……そう言われると、なんかわかりますねぇ。手に入らないと思うと余計に男心が乱される。傾けい国こくの美女みたいなものっすね」

「──で？　あんたらは協力するのかしないのかどっちなんだよ」

　宝石談義で恋人たちが脱線しかかっているのに、蒼そう刻こくが冷静につっこむ。

　二人とも「もちろん」とのことだったので、すぐに現場である華か林りん園えんに向かうことになった。朧ろう月げつも人の死が関わっている上に時間制限があるかもしれない状況では、午睡ひるねがしたいですとはとうてい言えず、めずらしくすんなりと皇こう宮きゆうの外に出た。

　──が。

　侯こう暁ぎよう明めいの住まう別邸では、彼らしい幽鬼は見つからなかった。

　古風な四し合ごう院いんだが、庭園では独自に品種改良した黒こく檀だんや青あお檸檬れもんを育てており、調度品の選び方にもこだわりが感じられる邸だ。宝石や美術品の大商人にしては、というより、だからこそ環境にも主人の審しん美び眼がんが活いかされているのだろう。

「侯暁明さまらしき幽鬼は……見当たりませんね」

　似顔絵を描いた紙を手に、あたりを見回していた朧月はため息をつく。天祥の説明を受けながら彼女が描いたのは、白いもののほうが多いくらいの暗あん褐かつ色しよくの口くち髭ひげが似合う温厚そうで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男性だ。

　蒼刻は肩をすくめた。

「幽鬼除よけの護ご符ふがべたべた貼はってあるというわけでもないから、ここにいてもよさそうなもんだが。御おん年とし七十歳近かったそうだし、奥さんももういなくて跡あと継つぎの息子むすこは順調に仕事を拡大している──となったら、殺されたとしても未練はなかったのか？」

「……わたしは御お歳としなどには関係なく、ならず者に殺されたとしたら無念が残ると思うのですが。蒼刻さんはどう思われます？」

「同感だ。なら、どこに移動してしまったんだろうな」

　ひとまず邸の外に出てみる。

　すると、ちょうど邸の周囲を見回ってきた張ちようさんと星彩──そして出がけにばったり顔を合わせたせいで、蒼刻から「一緒に来て手伝え」と強しいられて白虎の付き添い役をしていた衛えい万ばん里りが、正門の前に戻ってくるところだった。皇都では有名人（虎とら）とはいえ、街中は皇宮とは違い白虎の存在に慣れていない。

「張さん、収穫は？」

「あまりないな。侯暁明どのではない幽鬼がいたので話を聞いたが、盗賊は顔を布で隠した五人組の男だったそうだ」

　いかにもだ、と朧月は盗賊たちの姿を思い浮かべた。夜の色に溶とけこむ装しよう束ぞくを返り血で濡らしたまま、逃げ道を急ぐ男たち。

「……では、犯人の顔を見ることのできた幽鬼はいないのですね」

「や、でももうちょっと収穫はありましたよぅ。犯人は大路のある街区を徒と歩ほで逃げたみたいっす。皇都の外には出てない可能性が高いでしょうねぇ」

「それは朗ろう報ほうだわ」

　朧月がうなずいたところで、万里が口を挟んできた。

「宝飾品や美術品を売りさばくんなら、素封家が多い城じよう市しのが断然有利だわな。正妻をいかにすばらしい衣裳と宝石で着飾らせるかの勝負がお盛さかんだそうだし、盗品を加工し直して売るには時間がかからないだろ。猶ゆう予よはその加工にかかる時間分か。──で、ここからどう調べるよ？　少年」

　最後のところは軽かろやかな口調だが、朧月には、相手を試すような油断のならない切れ味が隠されているようにも聞こえた。万里はたまに蒼刻という、いずれ上うわ役やくになるかもしれない青年武官に対してそういう態度をとる。

　蒼刻がそれに気づいても気分を害することはない性格だと見抜いてのことだ。

「侯暁明の爺じいさんの幽鬼が邸にいなかったから捜す、と言いたいが、手がかりがあんまりないんだよな」

　耳の後ろをかく蒼刻。朧月もぽつぽつと説明を付け足した。

「邸内はくまなく捜しましたし、使用人の皆さんに侯暁明さまが生前よく訪れていた……つまり気持ちが残っていそうな場所はないか訊たずねてもみましたが、ここ数年は膝ひざを悪くされたこともあって、奥さまの墓参りくらいでしかお出かけしなかったそうです」

「うちの引きこもり公こう主しゆの同類だな。これからその墓地に行ってみるが、そこにもいなかったらどうするか──」

「なるほど」

　布で丁てい寧ねいにみがいていた色いろ眼鏡めがねをかけ直して、万里が言った

「じゃ、その墓地も駄目で死者から情報が得られそうになかったら、原点に戻って生者に訊きいてみるか？　普通はそっちが先だ」

「生者？」

「俺の知り合いに素封家専門の元盗賊がいる。もう引退済みだから、裏の世界のぶっちゃけた話が聞けるはずだぜ」

「…………は？」
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「おいおいドン引きしすぎだろ全員。俺の職業忘れちゃってたか？」

「情報屋さん、ですね。……ですが、そこまで裏の世界に入りこんでいたとは」

「姫さん『元』盗人ぬすつとだって。俺が知り合ったときにはもう引退してたんだ」

「盗んだ宝飾品を換かん金きんした財産で楽隠居ってか」

「少年まで厳しいなおい」

　──問題の「元盗賊」に逢いに行く道すがら、万ばん里りは裏うら稼か業ぎようのことで皆からずっとちくちくと小さなつっこみを受けつづけた。

　華か林りん園えんのように裕福な人々に似合いの壮そう麗れいな家並みではないが、こぢんまりとして造りのよい住宅の多い街区に入る。万里の知人である「元盗賊」が引退後の巣に選んだのは、やわらかな緑色の屋根を持つ家だった。

「いらっしゃい、万里。あなたのお友達にしては純粋で真っ当そうな子たちね」

　と。

　万里の過去に対していろいろと疑問の生しようじるあいさつを述のべたのは、元盗賊という肩書きがそぐわない細身の老婦人だ。小間使いの少女に案内されたのも厨ちゆう房ぼうで彼女が手ずから焼き菓が子しを作っているところだったので、余計にぴんとこない。

（この方が……？）

　朧ろう月げつは蒼そう刻こくと顔を見合わせた。同じ気持ちのようだ。

　勝手知ったる風ふ情ぜいで万里は、困惑する彼女たちを厨房の隅すみにある木箱に座らせると、自分は老婦人の点心作りを手伝いながら話を始めた。

「久しぶり。俺もあんたを見習って、手遅れになる前に表の世界で生きようと思ってるんだ。この子たちは俺の未来の雇やとい主ってとこだ。──なあ琥こ珀はくさん、最近華林園の金持ちの邸を狙って、宝飾品を奪う盗賊の話はご存じかい？」

　本名か、偽ぎ名めいか、通り名か。

　そのどれでもありえそうな名で呼ばれた老婦人──琥珀はわずかに眉び宇うをひそめた。

「聞いているわ。もともと荒っぽい手口の連中だけれど、ついに犠ぎ牲せい者しやを出したそうね」

「ああ。俺たちはその関係で調査を頼まれてる」

「わたしたちの世代の『盗人』は、盗みはしても仁じん義ぎと掟おきては守り──いわば義賊ごっこを楽しんでいたわ。生きる幽鬼のように存在に気づかれないうちに目的のものだけを盗み出すのが、最高に粋いきだとされた。万が一見つかってしまったら、自分の負けを認めて姿を消す。殺すなんてもってのほか」

「知ってる。盗み以外では恨うらみを買わないのが長生きの秘ひ訣けつだったか」

「覚えていたのね、賢かしこい子。ご褒ほう美びをあげるわ。あなたたちが問題の盗賊どもを見つけるのに役立つはずよ」

　琥珀は戸と棚だなから、定められた手順で開ける仕掛け箱を取り出すと、その中におさめられていたものを万里の目の前に置いた。

　それは五個の囲い碁ごの黒石だ。表面に幾き何か学がく模も様ようがうっすらと彫ほりこまれているのが特徴的である。

　焼き上がった点心を割り、中まで火が通ったか確かめながら、こう付け加えた。

「それは『金きん鳳ぽう館かん』の闇やみ市いちの通行手形よ。盗品を売りさばこうという悪党はまず間違いなく顔を出す、夜の競売と取引の場」

　館やかたの場所は、万里が承知しているようだ。そういう目配せをされた。

「表向きは夜会を装よそおっているから、相応の装よそおいをしないと門前払いを喰らうわよ。万里はもちろんだけど、そこの明らかに国軍の武官の装いをしたあなた。堅かた気ぎとバレない衣い裳しようを選びなさいね。そちらのお嬢じようさんが行くような場所ではないけれど……どうしても潜もぐりこみたいのなら、恋人とは決してはぐれないようにね」

　厳おごそかに告げると、蒼刻と朧月を等分に見つめながら琥珀は微笑ほほえんだ。

　何度も修しゆ羅ら場ばを経験し、それに胸を躍おどらせながら切り抜けてきたのだろうと思わせる、風格のある微笑みだった。かっこいい、と朧月は内心でつぶやいていた。
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　闇市。と聞くと地味に食い意地の張っている朧ろう月げつはつい、さまざまな屋台のおいしいものが並ぶ夜市を一緒に連想してしまうが、もちろんそんなのどかな場ではない。

　金きん鳳ぽう館かんは、周りの建物よりだいぶけばけばしく華か美びな門もん構がまえをしていた。

（皇宮の気品のある華はなやかさに比べると、これは明らかに……）

　成金趣味、悪趣味の部類だ。

　だが悪趣味も突き抜ければ味わい深い気がしてしまうのは、酒と食事の用意された広間に通された面々が「いかにも」悪党めいた顔つきだからだろう。

「……おうちに帰りたいです……」

「まあ、今だけはその感想も許す。マジでおまえが来るような場所じゃねえな」

「あたしはどうです？　武官さん」

「あんたは見えないからいいだろ」

　朧月がなめられずに済んでいるのは、異国の衣裳を真ま似ねて薄い紗しやで顔を隠したのと、彼女と腕を組んで歩く蒼そう刻こくがごろつき程度は眼がん光こうだけで蹴け散ちらしているおかげだ。

　星せい彩さいが「いかにも悪党っぽいおめかしならあたしに任せてください！」と言い、眼がん帯たいを禍まが々まがしい黒いものに変えたり黒を基調とした装いでごつい指輪をつけさせたりと、かなりの演出をしてくれたのも事実だが、そもそも彼は人にん相そうがよくない。

「少年の、良家の御おん曹ぞう司しにはまったく見えない目つきの悪さが最大限に活かされるな！」

　という暴言と褒ほめ言葉がひとまとめになった万ばん里りの言いように、朧月が思わずぼふっと噴いてしまったほどだ。ちなみに万里は御ぎよ者しやを装って、門前に馬車を停めている。

「それでも、蒼刻さんよりずっと悪そうに見える人たちばかりですね……」

「おいこら今なんつった」

　つっこまれたが、周りの喧けん騒そうのせいで聞こえなかったふりをした。

「壁かべ際ぎわに行くぞ。はぐれんなよ」

「はい──」

　会場全体を見渡せる位置に、と思った矢先のことだ。

　徐々に混み合いはじめた広間に、思いがけない光景を見つけてしまい、朧月は唇の端が引きつるのを感じた。

「──侯こう暁ぎよう明めいさま」

　彼が──彼の幽鬼が、いた。

　そして朧月は候家の別邸に彼の霊れい魂こんが留とどまっていなかったわけを、同時に理解した。

　星彩が、喉のどが詰まったような声でささやいた

「なるほど……。御隠居は、自分を殺した男を尾び行こうしていたわけっすか」

「つまり、取り憑つかれてるのか」

　彼女たちがどこを見ているのかに気づいた蒼刻が、顔をしかめる。

　少し離れた場所──

　人ごみから避難してきたかのように壁際に奇き妙みようにくっついて立っている男は、顔つきがどこか浮かない。風か邪ぜのひきはじめに感じる悪お寒かんに断続的に襲おそわれつづけ、とうとう吐はき気けすらこみ上げてきたときの顔だ。

　男の背後には、胸から下の衣服が血ち塗まみれになり、こけた頰ほおに鬼き気き迫せまる怒りの表情を浮かべた男が立っている。もし彼が幽鬼でなかったら、吐と息いきが相手の頭にかかるほど近い距離である。

「あの盗賊、いずれ陰いんの気で体調を崩しそうですねえ」

「あまり怨おん念ねんや陰の気に耐たい性せいのある方でもなさそうだものね……。どちらかといえば犯罪者には向かない体質の人だわ」

　よし、と蒼刻がつぶやくのが聞こえた。

「あいつとあいつの同行者が犯人だな？　叩たたきのめして捕つかまえるから、おまえは先に外に出て万里を呼んできてくれ」

「!?　こんな人の多い場所で何をなさる気ですか、蒼刻さん」

「さすがに広間にいるうちは俺だって控える。でもあいつら顔色が悪そうだし──お、いいな。どこかでちょっと吐いてこようとしてるぞ。尾び行こうして物陰に引きずりこんで気絶させれば完了だ」

「…………楽しそうですね？」

　蒼刻はたまに彼の兄が暴君で非常に振り回されて死ぬほどの目に遭あったことを愚ぐ痴ちるが、こういう一面を見ると「意外と似ているご兄きよう弟だいでは」とか言いたくなる。頰をつねられたりしては困るので、心の中でつぶやくだけだが。

「旦だん那なが嫁よめのために買った贈り物を奪うようなやつは万ばん死しに値あたいするだろ。──おまえは侯暁明に安らかに眠るよう説得する担当だ、いいな？」

「……わかりました」

　と言うしかなかった。







　十分後、蒼刻たちは獲え物ものを手に引き揚あげてきた。

　万里と交代で馬車に戻っていた朧月は、蒼刻と万里で昏こん倒とうした盗賊らしき男を一人ずつ荷物のように引きずり、白虎がその広い背に三人を載せて運んできたのに、ぽかんと口を開けてしまった。

「あの、張ちようさんはいつのまに……？」

「隠おん形ぎようの護符で姿を隠し、裏口付近で見張っておったのだ。蒼刻たちのところから逃げてきた盗賊が、裏口から出てほっとしたところを、姿の見えない儂にどつき倒されて混乱する様は姫にも見せたかったな」

　と、星彩を見上げてかっこよく片方の目をつぶってみせる白虎。

「残念っす。見たかったですよぅ、張さんの勇ゆう姿し」

「勇いさましい姿」

「あらやだ張さんったら、まだ日が落ちて間もないのに♪」

「…………」

　つっこみようもなければつっこみを入れたくもならない恋人たちはさておき。

　蒼刻に目配せされた朧月は、彼が背負ってきた盗賊を未いまだに恨みの目でにらみつづけている幽鬼──侯暁明へと歩み寄っていった。

　顔を隠していた紗を払い、侯暁明に慎しん重ちように話しかけ、事情を説明する。

　最初のうちは幽鬼が視みえる彼女に困惑している様子だった侯暁明だが、その表情は次第にようやく救われたかのようなものになっていった。

『……そうか』

　もう憎ぞう悪おの念で地上に留まる必要はないのだと納得すると、彼は遠い目をしてしみじみとつぶやいた。

『この男が奪っていったのは、私から亡き妻への十一年分の感謝のしるしなんだ』

「感謝？」

『彼女は人生において本当に大事なことを教え、私が欲の皮が突っ張った守しゆ銭せん奴どになるのを止めてくれた。その感謝のしるしだ。それでもどうしても宝石が好きだったから、彼女に似合うものは贈っていたんだ。彼女は常にやさしく笑って受けとってくれたよ』

「……すてきですね」

　正直に、朧月はそう言った。

　彼女は蒼刻から九きゆう華か石せきの首飾りをもらったことがある。今も手製の守り袋に入れて懐ふところにおさめているそれは、朧月にとってはどんなに大きな金剛石を交換条件に出されても、取り換えられないものだ。

　だから侯暁明の奥方がどういう気持ちで贈り物を受けとっていたのかがよくわかった。

『すべて取り戻して、私の骸むくろとともに棺に入れてくれるだろうか？　どの宝石を冥府に持じ参さんするかの目もく録ろくは、跡継ぎである息子に預けてあるんだ』

「必ず、そうします」

　侯暁明の張り詰めていた顔つきが、一気にゆるんだ。

『よかった……。これは本当に心残りでね』

　おそらく天祥に宝石の興味深い逸いつ話わなどを披ひ露ろうするときは、こうして淡あわい微笑みを浮かべながら語っていたのだろうと想像させる、柔にゆう和わそうで穏やかな表情だった。

　悲劇的な最さい期ごを迎えたが、冥府で彼がこのように微笑みながら愛妻と再会できることを朧月はひそかに祈いのった。
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　犯人を刑部に引き渡した翌日には、盗賊団の隠れ家が暴あばかれ、転売されずに済んだ宝飾品の数々が回収された。すでに転売されてしまったものに関しても、刑部で引きつづき追つい跡せき調査をしてくれるという。芋いもづる式に裏社会の犯罪集団がいくつも釣つれそうだとか。

　そうして侯こう暁ぎよう明めいの遺族の元に戻される前に、盗まれた宝石を見る機会が、朧ろう月げつたちにも与えられた。天てん祥しようが彼の宮で、その場を設もうけてくれた。

　彼の執しつ務む室しつの卓たくに漆しつ黒こくのやわらかな天鵞絨ビロードの布が敷かれ、その上に、いくつもの木箱や、ごわごわの紙に包まれた宝石が無む造ぞう作さに置かれている。

「……これは──」

　ほかのみがかれた石や宝飾品は本当に美しいと感心はしても、そこまでだった。

　だがその青みがかった金剛石の原石は、見た瞬間にため息がこぼれ、まるで吸い寄せられるように手にとっていた。葡萄ぶどうの実ほどの大きさなのに、なんという存在感だろう！

　魂たましいが吸いこまれそうなほど危あやうく強烈な魔力。あの男たちは一瞬でこの原石に心を奪われたに違いない。空の青とも海の青とも異なる幻想的な青は、その中心に小さな炎ほのおを宿しているかのように思われた。

　何なん人ぴとたりとも直接手をふれられない、青い炎。

（男の人にとっては、この上なく美しい仙せん女によのようなものだわ……）

　目に浮かぶようだ。

　侯暁明はきっとこの原石だけは守ろうとしたに違いない。盗賊たちは逆上し、征服欲に突き動かされるまま、殺してでも奪いとってしまった。血腥い色恋沙ざ汰たのような顚てん末まつ。

「それが一番だと思ったかい。君は見る目がある」

　目の高さに原石を掲かかげたまま、何も言えなくなっている朧月を見つめて、天祥が楽しげに言った。趣味が同じでうれしいという笑顔だ。

「よいものというのは意外と直感や手ざわりで判別がつくものだ」

「研けん磨まして宝飾品に加工したら、世にも稀まれな宝物ができあがりそうですが……」

「きっとそうだろう。でも暁明どのはこれを加工しようとは考えなかった。理由は、君には想像がつくと思うけれど」

「はい」

　朧月は熱に浮かされたようにうなずいたが、蒼そう刻こくは首をひねっている。

「……俺は不調法だから、その心理がよくわからないんですが。たしかに原石のままでも十分きれいだけど、みがいたらもっと美しくなるし値打ちが上がるのは確実なのに」

「完かん璧ぺきなものよりも、どこか難を抱かかえていたほうが唯ゆい一いつ無む二にの魅力がある。と言えば、君にもわかるだろう？」

「ああ、……なるほど」

　蒼刻がうなずき、黒髪の娘へと視線を落とす。

　青い原石にすっかり見み惚とれていた朧月は、彼の気配にほとんど反射的に振り向いた後ではっとした。短くも鮮せん烈れつな夢から引き戻された心地ここちだったが、不快ではない。

　彼の青く燃える瞳。手元にある原石よりもずっと小さいけれど、澄すんだ青の奥に今は小さな光を宿し──けれど時として視界に映るものすべてを灼やき尽つくすほどの炎をはらむ蒼刻の瞳こそが、何よりも彼女を魅了する宝玉なのだと思い出した。

「……ほかの人に盗まれたりしないように、気をつけないといけませんね」

「なんだって？」

「！　い、いえ、別に……。わたしが宝石を欲しがることは今後もないだろうな、と思っていただけです」

　我われに返るとかなり陶とう酔すいしたようなことを考えていたことが気恥ずかしくなり、とっさに目をそらす。だがそのすぐ後には青い原石を元の紙包みにそっと戻し、こちらをのぞきこむ青年武官の瞳を見上げてしまっていた。彼女だけの宝石を。











〈了〉



























《神しん華か》本社ビルからＲ駅に向かう途中にある、純喫茶『常じよう花か』。

　煙草たばこ愛好者が肩身の狭せまい昨さつ今こんではありがたい、二階より上は全席喫きつ煙えん可かという大らかさが功こうを奏そうしたのか、夜の遅い人間が多い区域であるためか、はたまた飲み物だけではなく軽食が美び味みだと評判だからか。ヴィクトリア朝ちよう英国を連想させる上品な内装の店内は、二十一時を過ぎようという今でも、八割方の席が埋うまっていた。

　その、一階フロアの北東に位置する席にて。

「──『呪のろいのビデオ』じゃと？」

「ああ」

　低く艶つやのある声に反はん駁すうされたので、蒼そう刻こくはアイスコーヒーのストローから口を離してうなずいた。

「結構有名らしいんだが、張ちようさんは聞いたことあるか？」

「初耳じゃな。おぬしの学校では有名なのか？」

　学生時代の記憶は相当に遠いらしく、張さんはぴんとこない顔で問う。

《神華》社は重役といえどもラフな服装の者が多いのだが、張さんは常つねに髪かみと髭ひげを清せい潔けつに整え、スーツ姿を崩くずさない。黙だまっていると往おう年ねんの映画俳はい優ゆうじみた貫かん禄ろくと存在の艶でこちらを圧倒するのだが、話してみれば思いのほか気さくで大らかだ。

「いや、俺が今雑用バイトしてる部署での話だ。オカルトネタを扱う『大だい霊れい界かい通つう信しん』っていうんだが、今度そこの都市伝説コーナーで取り上げようってことになってる。……でも学校でももしかしたら噂うわさになってるのかもな。俺が知らないだけで」

「そういえば、おぬしはあまり学校の友達がおらんのだったな」

「今さらしみじみと憐あわれむなよ」

　事実だけどと、蒼刻はストローの先を嚙かみ潰つぶす。張さんは広い肩をそびやかすと、温かな微笑ほほえみを浮かべた。

「別段、憐れんではおらぬよ。学校にこだわらずとも、作ろうと思えば、友達などどこでもいくらでもできるからな。ちょうど儂わしとおぬしのように」

「俺たちって友達だったのか」

「違ったのか」

「……まあ、あんたが構かまわないなら、それでいいけどよ」

　さらりと肯こう定ていされた妙みような満足感と、若じやつ干かんのこそばゆさに耐たえ、蒼刻は仏ぶつ頂ちよう面づらで認める。

　取とり締しまり役やくと高校生バイトという立場でありながら、二人がこうして奇妙に親しくしているのは、出で逢あいが動物園のホワイトタイガーコーナーだった影響だ。なんか動物園に不似合いなダンディが虎とらとにらめっこしてるなと蒼刻が思い、この少年お一人様だが友達がいないのか？　と張さんが案じた瞬間、運命的に目が合ったのだ。

「あんた本当に風変わりなおっさんだな。そこは『同級生とは仲良く』とか言うところじゃねえのか」

「説教でもしてほしいのか？」

「いや、いらねえ」

　小学校からこの方、歴代の担任教官に耳にタコができるほど聞かされている。

「それはさておき、張さんの言うとおりだな。明日、学校でも噂になってるか調べてみる」

　そうして「呪いのビデオ」に話を戻そうとしたとき、十分ほど前に注文した軽食をウェイターが運んできた。

　喫茶店とは思えないほど味が濃のう厚こうで本格的なビーフカレーとオムライスを平たいらげ、デザートに所望したフルーツサンドにも手をつけると、夕食を忘れるほど忙しかったバイトで空腹が極きわまっていた男子高校生はやっとひと心地ごこちがついた。

　健けん啖たんぶりを微笑ましそうに見ていた張さんが、ふと意外そうに瞬まばたきをする。

「そういえば、おぬしが甘かん味みを注文するとはめずらしいのう」

「……別に好物ってわけじゃねえけど、人並みには食べるぞ」

　一瞬止めてしまった動きを素す早ばやく再開し、蒼刻はとっさに言葉を濁にごした。

　──このフルーツサンドは「あいつ」好みかもしれない、などと考えてしまったことは絶対に気け取どられたくない。

「学校じゃ、こんな可か愛わいらしい代しろ物ものは食べられないし」

「普通に食べればよかろう。おぬし、ちと硬こう派はを気取りすぎではないか？」

「気取りたいわけじゃないけど、以前クリームパンを食べてただけで、ライオンがケーキを齧かじってるのを見るような奇き異いの目を向けられたんだよ」

「……気の毒な話じゃな。おぬしは目つきと口と愛あい想そが悪いだけなのに」

「全然フォローされてる気にならないんだが」

　蒼刻が学校で無む駄だに恐おそれられるのは、顔立ちが似ていると（不本意ながら）言われる実の兄が、かつて近きん隣りんの暴走族を一人で全滅させた伝説のヤンキーなのが影響している。

　実際にはよくも悪くも、小さい頃から剣道で礼節を叩たたきこまれたアスリート気質が基き盤ばんであり、噂されているようには煙草にも喧けん嘩かにも興味はない。だというのに一向に誤解が解とけないのは、愛想のなさと生せい来らいの鋭するどい眼がん光こうのせいだ。

　まあ、目の前のおっさんはそんなことは微み塵じんも気にしていないからいいけど。

「しかしそんな人間関係の惨さん状じようでは、『呪いのビデオ』とやらについても学校では訊きけないのではないか？」

「別に完かん璧ぺきぼっちじゃねえよ。話せる相手は片手の指の数くらいはいる」

「五人以下しかおらぬのに、格かつ好こうつけた言い回しをする必要はあるのか」

「ほっとけ」

「で。──実際、そのビデオはどのように呪われておるのじゃ？」

「ビデオを観てしまうと、まず最初に無言電話がかかってくるらしい。それから、写真を撮ると顔が不気味にゆがんで写るようになって──」

　そのとき有名映画の主題曲が、純喫茶のくつろいだ空気を蹴け散ちらす勢いで鳴った。

　マナーモードにしたはずなのにと思いながら、蒼刻は携帯をポケットから引っ張り出す。

　非通知設定。──まただ。

　正体不明の苛いら立だちを感じながらボタンを押して、対面の席にいる張さんの耳元へと本体を突きつける。髭の似合うダンディの薄青色の瞳ひとみが、驚いたように何度か瞬きをした後、程なくして怪け訝げんそうにすがめられた。

《……………………》

　それもそのはず、無言電話なのだ。

　──ただ、息苦しいほどの濃密な闇やみの気配と、電話を受けたことで蒼刻が「そこにいる」ことを確かめたがる正体不明な意図の迫はく力りよくじみたものが伝わってきて、藻ものひしめく夜の海で溺おぼれるかのような嫌いやな感覚が胸に沈ちん殿でんするだけで。

　蒼刻は自分の耳にもあててみたが、予想どおり相手に電話を切る様子はないので、こちらから切ってやった。最初にかかってきたときは相応に身構えもしたが、夕方からもう三回目なので、奇妙な開き直りができてしまっている。

「ふむ」

　張さんは痛々しいような、いたわるような目で蒼刻を見た。

「おぬし、現役高校生のくせにスマホではないのか」

「論点そこじゃねえよ」

「昨さつ今こんの学生はスマホが使えないと、連絡網もうもままならぬと聞いたが」

「俺はこんな小さい機械をいじるのに、一日に何分も費ついやしたくねえんだよ」

　……などという他愛たわいのないやりとりを挟んだお陰か。

　話の続きは、無言電話のもたらした暗い余よ韻いんをさして意識することなく再開できた。

「この無言電話が、呪いの第一歩か。目をつけられた、というような感じは受けるな」

「編集部でビデオを観た人んところには、これと同じような無言電話が来たらしい」

「ほう？」

　ぼやいた蒼刻を、張さんはちょっと意外そうに見返す。

「おぬしも『呪いのビデオ』とやらを観てしまったのか」

「観てねえよ。観た人が話題にしてるのを俺も聞いて、話の流れでダビングされたビデオを手にとっただけだ。それだけで無言電話だ」

「ふむ。あいかわらずの憑つかれ体質が発はつ揮きされてしまったか」

　言いながら張さんは私用の携帯電話を取り出し、蒼刻よりもよほど慣れた手つきでカメラを起動させる。

　だが「ほれ、がんもどき」「はいチーズですらねえのかよ。死語すぎるわ」という阿あ呆ほなやりとりを経へて撮影された蒼刻の写真には、これといった異常は見られなかった。蒼刻も念のために張さんを撮ってみたが、こちらも至いたって普通だ。

「どうやら完全に呪われたわけではないようじゃな。どうする？」

「悪戯いたずらか、呪いのビデオの影響を多少受けちまったのか判断つかないから、オカルト系に強い顔見知りに分ぶん析せきさせてみようと思う。それで、ダビングしたビデオを借りてきた」

　空あいている椅い子すの上、学校指定鞄かばんの隣に並べて置いた紙袋を目で示す。

　張さんは少し間をとってから、にっと口の端で笑えんで言った。

「恋人か」

「……まだひとつもそいつについて説明してないのに、なんでそうなるんだよ」

「おぬしにしては表情や声がやわらかかった。苦手な相手なら眉まゆをひそめるし、男友達ならもっとさばけた口く調ちようになる。その程度には、おぬしはわかりやすい子だ」

「ガキ扱いすんな」

　いつも奢おごってもらっておいてなんだけど。

「言っとくが恋人じゃないぞ。女ってよりも穴あな熊ぐまとかモグラみたいなやつだし」

「そんな顔して動物好きのおぬしには、お似合いの相手ではないか」

「うるせえ」

「ここのフルーツサンドは持ち帰りもできる。美味な上に値段も手頃だ。今度、彼女への手て土産みやげにどうじゃ？」

「…………」

　この手の話題で、社内の女性から絶大な人気を誇ほこるダンディに勝てるはずもなく。

　その日は「なんか異常があったらすぐに連絡しろよ」と何度か念押ししながら、紳しん士しとＲ駅で別れたのだった。
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　翌日、剣道部の朝練にて。

　蒼そう刻こくは数少ない学校でのツテに、さっそく質問を投げかけてみた。

「雄ゆう飛ひ。おまえ呪いのビデオの噂って知ってるか？」

「えッ」

「なんだその反応」

「蒼刻先輩が噂話を気にするなんてめずらしいんで、びっくりしたんですよ」

「……バイト先の野や暮ぼ用ようだ。なんか、見たら七日後に、全ぜん裸らで町中を走り回ったあげく川に飛びこむっていう呪いをかけられるそうなんだが」

　一年生の雄飛は、蒼刻に恐れげなく話しかけてくるレアな後輩だ。

　板ゆか床いたのみがかれた武道場には彼の同級生も多数いるが、彼に向ける視線は「勇者だな関かん雄飛」とでも言いたげだ。雄飛は蒼刻の「剣道部のエースというより鬼おに武む者しや」などと言われる強さに妙に感動してしまっているらしく、ときどき尊敬の視線がこそばゆいこともあった。蒼刻の太た刀ち筋すじは正道からはややズレた、横暴兄貴のしごきで骨身に刻きざまれた喧嘩殺さつ法ぽうが混じってしまっているので、よい子には真ま似ねしてほしくないのだが。

「まあそういうオカルト系は、信じるやつは年中話題にしてるみたいっすけど」

「へえ。物好きがいるんだな」

「先輩さえよければ、放課後までに皆に訊いて回ってみますけど、どうします？」

「そうしてくれるとありがたいが、頼めるか？」

「もちろんです。稽けい古こつけてくれたり夏か燐りんさんとのことを相談に乗ってもらったり、蒼刻先輩には日頃からお世話になってますから」

　そこで不意に顔を紅あかくすると、雄飛はもぞもぞと落ち着かない様子になった。

「あの──お、おれと夏燐さんも……噂になっちゃったりしてますかね？」

「さあ。俺は聞いたことねえな」

　夏燐は蒼刻と同じ学年。雄飛にとっては年上の幼おさななじみにして、なりたての恋人だ。

　長身の凜り々りしい美人で、去年の学園祭で執しつ事じ喫茶の男装が似合いすぎた結果、女生徒からは王子様めいた扱いを受けている。

「なんだ、噂にもなってないんですか……」

「そんなに噂されたいのかよ」

「だっておれの恋人だって常時宣伝しとかないと、夏燐さんって老ろう若にやく男なん女によ問わず虜とりこにする美人だから、横からかっさらわれそうで怖こわいんです!!」

　……先に惚れたほうが負けだ。雄飛は心配性が度を越している。

「つっても、おまえらって登下校は恋人になる以前から一緒だし、今もあんまり幼なじみ時代と違いが見えねえぞ。手ぇくらいつないだらどうだ」

「手」

「おう。どうした真顔になって」

「夏燐さんの手……あのピアニストみたいな白い手が、おれの手と……」

「雄飛、鼻、鼻血！　朝からただの妄もう想そうで流血沙ざ汰たは勘かん弁べんしろ!!」

　たしかに「日頃からお世話」はしているなと、顔の下半分のみ大だい惨さん事じの雄飛を引っ張っていった保健室でしみじみ納なつ得とくする朝になった。

　私立護ご花か大学は歴史の長い伝統校で、附ふ属ぞくの高校から幼よう稚ち舎しやまでを、某ぼう国こく大使館と同じだけ広い敷地内に抱かかえている。

　そして、放課後に訪ねる「珍獣」は中等部の三年生だ。

　本物すぎる霊能力者。普段から幽ゆう鬼きと会話していた変わり者。その翡ひ翠すいの瞳ひとみは、この世ではない世界を見ている──などなど、噂のネタはやたら豊富なくせに、本人の姿を知っている者は意外と少ない。一年生の頃からほとんど不登校で、この学校特有の通信教育システムで授業に参加しているのだと蒼刻は本人から聞いた。

　そうして噂ばかりがふくらんだ結果、ついたあだ名が「冥めい界かい公こう主しゆ」。

　今では彼女の本名よりも、その禍まが々まがしい呼び名のほうがずっと有名らしかった。

「えッ、おまえ『冥界公主』に手ぇ出してんのか」

「出してねえよ、家に行くだけだ。ついでに言うと、そんな仰ぎよう々ぎようしい呼び名が似合うようなやつでもないからな」

「ほー、かばってやるのか。そりゃずいぶんとハマってんな」

「うるせえ」

「女子中学生と放課後に××か。女に興味なさそうな面つらしといて、おまえも意外と隅すみに置けねぇな」

「変な伏せ字入れんじゃねえよ」

　騒ぎだしそうな迅じんという名の腐くされ縁えんを裏うら拳けんで黙だまらせて学校を出ると、蒼刻は手土産を用意して珍獣の住処すみかを訪ねた。

　Ｒ駅からは、学校があるのとは反対の、東寄りに歩いて十分足らず。

　駅の近くにしては静かな区域にある玄げん家の門前に着くと、チャイナドレスの美女が鍵かぎを開けているところだった。

「あらまあ、劉りゆう家の御おん曹ぞう司しさんじゃないですか。今日も人相悪いっすね」

「ほっとけ」

　蒼刻ににらまれても、スパイ映画から抜け出したようなどこかミステリアスな美女・星せい彩さいはにんまりと笑ってみせる。玄家に住みこみの、家政婦だか家庭教師だかカウンセラーだかボディーガードだか微妙な存在だ。

「でもま、いいタイミングですよ。鬼のいぬ間に朧ろう月げつちゃんに逢いにきたんすね？」

「まあな。玄静せい心しんはいないのか」

「若社長さんなら、今日は少なくとも九時まで帰れないそうで」

　告つげ口みたいな言い方だが、蒼刻を招き入れる表情はどことなく楽しげだ。蒼刻はこの家の主人に好かれていないので、彼女が味方になってくれなかったら完全に詰んでいた。

　目当ての少女──姚よう朧月は、蜂はち蜜みつを主おもに扱う《黒こく烏う》という会社を若くして亡ぼう父ふから引き継いだ社長・玄静心の妹だ。劉家ほどではないが結構な資産家らしく、通されたゲストルームも贅ぜい沢たくでシックに整えられている。

「朧月に相談したいことがあるんだが、あいつ起きてるか？」

「あたしがお買いものに行く前は『お仕事』してましたから、きっと大丈夫でしょう。でも御曹司さん、おいでになるときはメールくらいしてくださいよぅ。女の子がお客さまをお迎えするには諸もろ々もろ準備が必要なんすよ？」

「……すまん」

　蒼刻は自分のメール無ぶ精しようを素直に反省した。

　星彩はバッグを厨ちゆう房ぼうに置くと、快かい活かつな足どりで階段を上っていった。チャイナドレスの下にはきちんとズボンを穿はいているので、モデル級の脚きやく線せん美び（と朧月が言っていた）が見えることはない。星彩曰いわく「チラリズムはデートのときにしか使いませんよ♪」。

　──そのデートの相手が、だれあろう蒼刻がバイト先で世話になっているダンディだということは、彼のあずかり知らぬ領域である。

　程なくして上階から、どたばたという騒がしい物音と女同士の会話が届いた。

「……え!?　蒼刻さんがいらしたの!?」

「はぁい。んもう、だから引きこもっていても身だしなみは大事なんですって。ちゃちゃっと着替えちゃってくださいね？　はいセクシーランジェリー」

「！　し、下着よりもお洋服を決めないとッ」

「おしゃれは下着からですよ。男なんて、女の子は上下セットの可愛い下着をつけてるはずだっていう幻想を捨てきれない憐あわれな生き物なんですから」

「でも……そのデザインはさすがに、星彩みたいなモデル体型じゃないと悲劇だわ」

「大丈夫。これでも控ひかえめです」

「それは、布の量が控えめという意味ではないの……？」

　…………。

　……………………。

　丸聞こえなんだが。とつっこみたくてもつっこめず、蒼刻は遠い目をした。

　セクシーランジェリーの色形を想像しないよう、出された蜂蜜入り紅茶をちびちびと飲みながら待つこと十分。朧月の部屋に入ってもいい、と星彩が伝えてきた。

　邸てい宅たくの廊ろう下かを通ってドアを開ければ、そこが引きこもり部屋だ。

　砂糖菓が子しめいたパステルグリーンを基調とした内装だが、テレビやパソコンのモニターが複数並び、各種ゲーム機や音楽機器がひしめく一角だけは妙に物々しい。

　部屋のぬしは、きちんと正座して頭こうべを垂たれていた。

「お久しぶりです、先ぱ──いえ、蒼刻さん」

「おまえも、あいかわらずみたいだな」

　目当ての珍獣──もとい少女は、中等部の制服である濃のう紺こんの地にえんじ色のスカーフのセーラー服に着替えていた。伝統校らしく古めのデザインは、あつらえたように彼女の長い黒髪や華きや奢しやな身体からだつきに似合う。頭からかぶったカメリア色の毛布さえなければ、学校案内のパンフレットに載せられそうなほど清せい楚そだ。

「今日も座ざ敷しき童わらしごっこが絶好調だな」

「周りをすっぽりと包まれていると、大変落ち着きますゆえ……」

「気持ちはわからんでもないが、いい加減、俺の存在には慣れろよ」

　内気そうに話す少女を眺ながめながら、蒼刻は用意されていた座ざ布ぶ団とんに腰を下ろした。

「でもまあ、久しぶりってほどでもないよな。一週間くらい前に、第一理科室に落ちてた気き色しよく悪わるい日記の件を報告に来たのが最後だろ」

「はい。……高等部の第一理科室が、あわやブラック物件になるところでしたね」

「まさか床ゆか下したにあんなものが埋まってたとはな」

　妙にしみじみと小さな事件を振り返っていると、不意に朧月が軽く目をみはった。

「先輩──いえ、蒼刻さん。少しじっとしていてくださいませ」

「？」

　とりあえず従うと、朧月の小さな手で、首の横から肩の付け根をそっと撫なでられた。

「憑ついてきていたもの、祓はらいました」

「またか」

　まるで糸くずでもつまむかのような、朧月の軽い慰い撫ぶであっさり祓われたのを見ると、呪いのビデオとは関係なさそうだ。

「今回は右腕しかない幽鬼でした」

「軽く言ってくれるが……腕しかない幽鬼って、ある意味最さい恐きようじゃねえのか？　俺の肩にこう、腕がだらんって乗っかってたわけだろ？」

「生なま首くびオンリーよりは、見た目はまださわやかという気も」

「なんだその謎なぞのポジティブ解かい釈しやく」

　普段は何につけても後ろ向きなくせに、オカルト関係にだけはこの少女はやたらと胆きもが据すわっている。

「時に。……蒼刻さんがお持ちになったものが、気になるのですが」

「さすがだな。わかるのか」

　蒼刻は反射的に、問題のビデオを入れてきた紙袋に目をやる。

　朧月はうなずいた。

「今日は桃ももまんではないようですね」

「手土産に食いつくな、そっちはメインじゃねえよ」

「でッ」

　予想以上に思考回路が間抜けだった珍獣の額ひたいに、蒼刻は軽く手しゆ刀とうを入れた。

　そこに星彩が、蒼刻の持参したフルーツサンドにたっぷりの紅茶とポテトチップスの皿を添えて運んできてくれた。ごゆっくり、などと言い置いて妙に楽しげに去っていく。

　苺いちごと白はく桃とうとアプリコットがクリームと調和してたっぷり挟まったフルーツサンドは、予想どおり朧月の口に合ったようだ。タヌキ顔が徐々に可愛らしく和なごんでゆく。

　そうして踏ふみこんでいったのは、和やかさとは対極のある話題だったが。

「呪いのビデオ、ですか」

「ＤＶＤの時代になんだがな。ＶＨＳを再生できる機器はあるか？」

「もちろんです。オカルト関係は、未いまだにＤＶＤ化されないレアな映像記録も多いですし」

　二人の関係は、剣道部の強化合宿で蒼刻が──本人まったく不本意に──拾ってきてしまった幽鬼をどうにかしてもらおう、というところから始まった。

　剣道部のＯＢである呂りよ不ふ幻げんに相談してみたところ、どういう伝言ゲームをたどったのか、中等部の教官・張ちよう角かくが蒼刻の元に現れた。彼はほとんど一方的に「プリントを届けるついでに三年梅うめ組の姚朧月に逢いに行け。彼女はその方面の専門家だ」と、引きこもり公主の紹介をしてきて、蒼刻もなぜか無視できなかったのである。

　初対面のときは大いに怯おびえられたが、今では先輩後輩の関係を気にせず、言いたいように言い合っている空気が心地よい。先輩、ではなくさん付けで呼ばせるようにしたのは、つい最近のことだ。まだ慣れていないらしい朧月が「先ぱ……」と言いかけては訂正する様子を眺めるのが、蒼刻は不思議と気に入っている。

「では、再生してみますね」

　今日初めて立ち上がり、朧月はなんのラベルもないビデオをセットしにいく。

　なんとなく背後から構い倒したくなるのは、毛布をかぶった後ろ姿が、新種のもふもふとした小動物に見えるせいか。

　今日が初めてではない衝しよう動どうをひそかに押さえこんでいるうちに、ビデオが再生された。

　二人でなんとなく肩を寄せてしまうのは、本能みたいなものだった。

「やはり鮮明なＤＶＤよりもＶＨＳの若じやつ干かんぼけた画像のほうが、恐きよう怖ふを煽あおりますね……」

「ゲームもそうだよな。美び麗れいなＣＧじゃないほうが想像力を煽る」

「あ。『恐怖！キノコ男』と『怪かい奇き！兎うさぎ男おとこ』を返却するの忘れてました」

「ホラー映画しか借りてねえのかよ」

　呪いのビデオの製作者が聞いたら「まじめに見ろ」と祟たたりそうな会話を交まじえるうちに、数分ほどの映像は終了した。意味がつかめず、それゆえにぞっとするような映像がつぎはぎされていたというのに、恐怖を感じる暇ひまもへったくれもない。

　百二十分のビデオの残りには、古くさいバラエティ番組が録画されていただけだった。

「なにほっとした顔してんだよ」

「え、と──その……は、破は廉れん恥ちなものが映らなくてよかったなぁ、と。二人きりでそんなものを見てしまったら、非常に気まずいですし……」

「この流れで気にするところなのかそれ」

「ですが、どうやらこのビデオに関わる幽鬼はお一人様のみのようですから、若干気は楽です。先日まで関わっていたのは、３ＯＢＫの案件でしたから」

「なんだＯＢＫって」

「業界用語で『おばけ』です。ひと部屋に地じ縛ばく幽鬼が三人もいらっしゃいました」

「３ＬＤＫみたいな言い方はどうかと思うが」

「あとは──……瞬まばたきがありましたね」

「あ？」

「ときどき、瞬間的に画面が何かにさえぎられることがありました。それが瞬きの動きによく似ていましたので……もしかすると、人の目から見えたものを断だん片ぺん的てきに念ねん写しやした映像なのかもしれません」

「へえ。伊だ達てにマドモアゼル桃とう月げつをやってねえな」

　蒼刻は素直に感心した。一度観ただけで、そこに気づくのか。

　この少女は『マドモアゼル桃月の館やかた』という、本当に効くお祓いグッズを売るサイトを運営しているのだ。以前見たら『ＳＯＬＤ ＯＵＴ』の文字が多かったので、売れているようだ。

「以前に星彩とお遊びでデジカメ実験をしてみたとき、わたしが念写した映像もそういうふうになったので……。きっと、目がカメラの役割になるからだと思います」

「デジカメってそういう使い方するもんじゃないだろ。もっと健全な遊び方をしろよ」

「いけませんよ蒼刻さん、心霊関係が不健全などと言ったら、向こう岸の方に失礼──」

　そのとき、耳慣れない着信音が会話をさえぎった。

　朧月のスマホが高らかに歌い上げる、古い映画音楽だった。

「はい、こちらマドモアゼル桃月」

「なんで源氏名を名乗るんだ」

　無言電話だろうと蒼刻は予測していたのだが、朧月の反応は予想外だった。

「はい？　あ、はい。聞こえています。──え……伊い豆ず、ですか？」

（!?）

　なんと、普通に通話を始めたのである。

「ああ……わかります、わかります。ただの霊能力なのに、インチキ扱いされるの、つらいですよね」

　相談まで始めやがった。蒼刻はどんな顔をしたらいいのかわからなくなる。

　もしかして無言電話ではないのかと思い、朧月が握るスマホに耳を近づけてみたが、やはり蒼刻の耳にはごうごうという雑音めいたものしか聞こえない。

「……電話料金が心配ですので、直接お逢いできませんか？」

（幽鬼が相手でも通話料金ってかかるのか？）

「お逢いするの、今週末はいかがですか？　金曜の十七時とか……あ、駄目ですか。なるほど、ビデオを観た人のところに現れて、呪いで全裸に剝むいて町中を走らせたあげく川に飛びこませるのが意外と手間なので、分刻みのスケジュールだと」

（女子会の約束みたいな会話すんなよ）

「明日は……ああ、わたしがお仕事でした。十名さまで予約が入っておりまして」

（居酒屋かよ。っていうかなんの予約だよ）

　後で聞いたら、成じよう仏ぶつしたいのになぜかできない、近所の浮ふ遊ゆう霊れいからの相談受け付けだった。

　最後まで妙に穏おだやかに続いた通話を切ると、朧月は蒼刻を振り仰あおいだ。

「呪いのビデオの主演の方でした。Ｓさんと仰おつしやるそうです」

「なんかすごいスピード解決してるな!?」

　この天然公主と来た日には霊能力がチートレベルなので、持ちこんだ物件がどれも身も蓋ふたもない速さで解決するのは毎度のことだが、つい声を上げたくなる。

「生前の記憶はやや混こん濁だくしているようですが、願望はストレートな方でした。この世に蘇よみがえるか人類滅亡を実現できれば、成仏してくださるそうです」

「……それは、どうあがいても絶望と言うんじゃねえか？」

「大丈夫です。こんなこともあろうかと、幽鬼が憑ひよう依いしやすい依より代しろを開発済みです」

　一般人とは『こんなこと』の想定の仕方がズレすぎている。

　しかも、朧月が英国アンティーク風の飾り棚だなから取り出したのは──

「ただの可愛いテディベアに見えるんだが」

「なんと中には天然の綿とともに、各種の護符や霊府がみっしりと詰まっているのです」

「ＴＶショッピングみたいな言い方だな」

「Ｓさんは蘇りたいとは仰おつしやっていましたが、どのような肉体がよいか、指定はしてこなかったですし。これに憑依してゆるキャラデビューすれば、萌もえで世界制せい覇はも可能ですよ、などと勧誘してみます」

「本気かよ」

「説得が無理なようですと、最終手段・欧米方式の対応をとらせていただくことになりますが……。これは強引なので、あまり使いたくはないのですよね」

「欧米方式？　エクソシストでも呼ぶのか」

「エクソシスト流に、ガチンコ霊力勝負の殴り合いで冥府に行っていただく方法です。わたしは対話のほうが好みですが……Ｓさんの出方次第になるかと」

「出方って、なんかこのシチュエーションだと嫌な表現だな」

　なぜか頭に、Ｓさんがテレビの画面から這はい出てくる映像が浮かんでしまった。

「その際には、大学部の来らい煌こう言げんさまや、張角先生にご協力いただきましょうか……」

「来先輩が超能力者なのは知ってたが、あの鬼教官もそんなのまで担任してんのか」

「はい。ご実家が代々続く陰おん陽みよう師じなので、副業では憑き物落としをなさるとか」

「……教師の副業で、そういうのって許されてたか？」

　想像以上に身の回りにオカルト関係者が多いのを知って、蒼刻は複雑な顔になる。

　朧月はビデオを取り出すと、深くうなずいた。

「では、一週間後までのんびり引きこもりつつ、Ｓさんをお待ちいたしましょうか」

「は？」

　なぜそうなるんだと蒼刻が声を上げたのだが、朧月は真顔で首をかしげている。

「駄目……でしょうか？　一応、各種の対抗手段は用意するつもりですが」

「駄目というか、伊豆とかなんとか電話で言ってたのはなんなんだ。調査しないのか」

「……たしかに、ビデオに映っていた井戸は伊豆諸島の島にあって、その底にＳさんのご遺い体たいがあると仰っていましたが」

「だったら、捜し出して正しく葬ほうむってやるべきじゃないのか？　こういう問題だと、遺体の扱いは結構大事なはずだろ。おまえが俺に教えてくれたことだぞ」

「そのとおりですけれど、あちらから来てくださるのに、わざわざ出向くこともない気もいたしますし──……何よりも、伊豆は遠いですから。お外は嫌です」

「このまま何もせずにいて、七日後にうっかり呪いが成じよう就じゆしちまったら、全裸で町中走り回って川に飛びこむはめになるんだぞ!?　もっと積極的にあがけよ」

「とはいえ、お外は嫌なので──えっと……そう、明日。明日から本気を出します！」

「今日からにしろ！」

　呪いを受けたのが確実な状態だというのに不動の構えのオカルト少女を蒼刻はひっ抱えてでも連れ出そうとし、一方朧月はそんな人さらい一歩手前の所業に必死に抵抗して。

　憑かれ体質の先輩と筋金入りの引きこもりの後輩の大騒ぎは、なんだなんだと星彩が駆かけつけるまで続いた。




　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋




　果たして蒼刻は引きこもりの珍獣をお外に出して、伊豆の調査へと到達できるのか。

　そして二人は、某Ｓさんの怨おん念ねんにどうやって立ち向かうのか。

　全裸で町内一周そののち川にダイブの呪いを、最後には回かい避ひできるのか!?

　──続きはＤＶＤで！




《この話はフィクションであり、実在の人物・団体とは一切関係ありません。ＤＶＤも存在しません。Ｓさんの呪いのビデオは存在するそうです》











〈了〉













あとがき






　お久しぶりです。今回も関係者の皆様の血と汗で新刊をお届けできました、ありがとうございました……。三部作の二作目は谷間のようになることが多いそうですが、朧ろう月げつ＆蒼そう刻こくのアホな会話が減るとそれだけで執筆速度ががた落ちするようだとここに来てようやく気づいた感のある作者です！　そういった事情で今回、あとがきの後ろにめずらしく平和な短編と何だこれはと言われそうなパロディ短編を入れていただきました！　くまの先生のイラストが本当に大好きですし、コミカライズであまさ先生に幸せそうな図を沢たく山さん描いていただけたお陰で、双そう界かいの登場人物たちは頭の中ではいつでも楽しげに過ごしています……ありがたいことです。本編はまじめなところも入ってきているのですが、のほほんとしたサイドエピソードで彼らの「普通の日々」も見ていただきたくて、このような形になりました。パロディの方の続きなどは機会があり、なおかつあれでもお楽しみいただけたのならまたどこかで書きたい気持ちもあります。一番いいのは神しん華か国の世界ですが。

　──四字熟語選びもさることながら、次巻が決戦なのにサブタイトルに「決戦」はもう使ってしまっていることに気づき、辞書を見つめて悩みながら


木き村むら　千ち世せ



















著者

木村千世

Chise Kimura




今年は楽しい映画ラッシュの影響を受けて、執筆中のＢＧＭは映画音楽が多くなりました。

最近のお気に入りは『ジョン・ウィック』と『ダークナイト』のサウンドトラック。切羽詰まると「ミッション・インポッシブル』のテーマをエンドレスリピートして気合いを充塡していますが…まったく笑えない…（笑っている場合でもない）。




■サイト《千年王国》

http://chisekimura.web.fc2.com/










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




天然たらしがいつの間にか確信犯に変わっていてドキドキがとまりません。

天然でスペックの高い確信犯なんて勝てる気がしない……。

最強ヒーローですね!!




■YUZU SPICE

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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